
 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
利
用
審
査
に
つ
い
て 

七
一 

は
じ
め
に 

 

国
立
公
文
書
館
は
、
「
公
文
書
等
の
管
理
に
関
す
る
法
律
」
（
平
成
二
一
年
法
律
第
六

八
号
、
以
下
「
公
文
書
管
理
法
」
と
い
う
。
）
に
基
づ
く
利
用
の
請
求
に
対
す
る
利
用
決

定
に
係
る
審
査
基
準
と
し
て
「
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
公
文
書
管
理

法
に
基
づ
く
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
に
係
る
審
査
基
準
」（
以
下
「
審
査
基
準
」
と
い

う
。
）
を
作
成
・
公
表
し
て
い
る
1

。
こ
の
審
査
基
準
の
「
１
．
審
査
の
基
本
方
針
」
で

は
「
時
の
経
過
を
考
慮
し
て
も
な
お
利
用
制
限
す
べ
き
情
報
が
あ
る
場
合
に
必
要
最
小

限
の
制
限
を
行
う
こ
と
と
す
る
」
と
記
述
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
多
種
多
様
な
文
書

の
な
か
に
記
載
さ
れ
た
様
々
な
利
用
制
限
情
報
に
つ
い
て
、「
時
の
経
過
」
を
踏
ま
え
た

上
で
、
利
用
制
限
の
範
囲
を
必
要
最
小
限
度
と
す
る
た
め
の
判
断
は
、
困
難
を
伴
う
場

合
が
多
い
。 

本
稿
で
は
、
利
用
制
限
事
由
へ
の
該
当
性
を
判
断
す
る
際
に
「
時
の
経
過
」
を
考
慮

し
て
ど
の
よ
う
に
個
人
情
報
を
利
用
に
供
す
る
こ
と
の
可
否
を
判
断
し
て
い
る
の
か
、

当
館
に
お
け
る
利
用
制
限
の
事
例
等
を
踏
ま
え
て
報
告
す
る
。 

第
一
章
で
公
文
書
管
理
法
と
「
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
保
存
、
利
用
及
び
廃
棄
に
関

す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
内
閣
総
理
大
臣
決
定
、
以
下
「
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
」
と
い
う
。
）
の
「
時
の
経
過
」
を
踏
ま
え
た
利
用
制
限
事
由
へ
の
該
当
性
判
断

に
関
す
る
規
定
を
整
理
し
、
第
二
章
で
諸
外
国
の
制
度
の
概
要
と
国
立
公
文
書
館
の
審

査
基
準
を
提
示
し
、
第
三
章
で
国
立
公
文
書
館
が
保
存
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
ど

の
よ
う
な
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
ら
の
情
報
の
利
用
制
限
の
要
否
に
つ

い
て
、「
時
の
経
過
」
を
踏
ま
え
ど
の
よ
う
に
判
断
し
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
を
具
体

的
に
提
示
す
る
。 

  

第
一
章 

利
用
審
査
業
務
に
係
る
法
規
定 

 

第
一
節 

公
文
書
管
理
法
の
規
定 

 

特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
を
権
利
と
し
て
規
定
し
て
い
る
公
文
書
管
理
法
は
、
そ

の
第
一
六
条
第
一
項
に
お
い
て
、「
国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
当
該
国
立
公
文
書
館
等

に
お
い
て
保
存
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
前
条
第
四
項
の
目
録
の
記

載
に
従
い
利
用
の
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
次
に
掲
げ
る
場
合
を
除
き
、
こ
れ
を
利

用
さ
せ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
同
法
は
特
定
歴
史
公
文
書
等

に
つ
い
て
利
用
制
限
事
由
を
明
確
に
規
定
し
、
そ
れ
に
該
当
す
る
場
合
を
除
い
て
全
て

利
用
に
供
す
る
こ
と
と
規
定
し
て
い
る
。
利
用
制
限
事
由
に
該
当
す
る
情
報
の
一
つ
と

し
て
、
同
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
の
個
人
情
報
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。
国
立
公
文

書
館
に
保
存
さ
れ
て
い
る
文
書
に
は
、
個
人
の
権
利
義
務
の
得
喪
に
関
す
る
情
報
を
記

載
し
た
文
書
等
、
個
人
が
一
般
に
利
用
さ
せ
る
こ
と
を
想
定
せ
ず
に
行
政
機
関
等
に
提

出
し
た
文
書
が
多
数
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
文
書
に
記
載
さ
れ
た
個
人
情
報
は
、
公
に
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す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
り
、
個
人
情
報
に
係
る
審

査
は
慎
重
を
期
す
必
要
が
あ
る
。
平
成
二
六
年
度
に
国
立
公
文
書
館
が
特
定
歴
史
公
文

書
等
の
利
用
制
限
事
由
に
該
当
す
る
と
判
断
し
た
情
報
の
う
ち
の
約
九
割
が
個
人
情
報

で
あ
っ
た
2

。
す
な
わ
ち
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
審
査
の
大
部
分
は
、
利
用
制

限
す
べ
き
個
人
情
報
で
あ
る
か
ど
う
か
に
つ
い
て
の
判
断
に
帰
す
る
も
の
で
あ
る
。 

ま
た
、
公
文
書
管
理
法
上
で
個
人
情
報
の
利
用
制
限
事
由
を
規
定
し
て
い
る
第
一
六

条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
第
二
号
イ
は
、「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
情
報
の
公
開
に
関
す

る
法
律
」（
平
成
一
一
年
法
律
第
二
号
）
及
び
「
独
立
行
政
法
人
等
の
保
有
す
る
情
報
の

公
開
に
関
す
る
法
律
」（
平
成
一
三
年
法
律
第
一
四
〇
号
）
（
以
下
両
法
律
を
あ
わ
せ
て

「
情
報
公
開
法
」
と
い
う
。
）
に
お
け
る
不
開
示
情
報
と
し
て
の
個
人
情
報
の
規
定
（
両

方
と
も
第
五
条
第
一
号
に
よ
り
規
定
）
を
引
用
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
公
文
書
管
理

法
は
、
特
定
の
個
人
を
識
別
で
き
る
情
報
及
び
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
、
な
お
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る

情
報
を
、
利
用
制
限
情
報
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
次
の
①
～
③
に
掲
げ
る
情
報
は
、

公
文
書
管
理
法
上
の
利
用
制
限
情
報
か
ら
除
か
れ
て
い
る
。 

① 

法
令
の
規
定
に
よ
り
又
は
慣
行
と
し
て
公
に
さ
れ
、
又
は
公
に
す
る
こ
と
が

予
定
さ
れ
て
い
る
情
報
（
い
わ
ゆ
る
公
領
域
情
報
） 

② 

人
の
生
命
、
健
康
、
生
活
又
は
財
産
を
保
護
す
る
た
め
、
公
に
す
る
こ
と
が

必
要
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情
報
（
い
わ
ゆ
る
生
命
等
保
護
情
報
） 

③ 

当
該
個
人
が
公
務
員
等
で
あ
る
場
合
に
お
い
て
、
当
該
情
報
が
そ
の
職
務
の

遂
行
に
係
る
情
報
で
あ
る
と
き
は
、
当
該
情
報
の
う
ち
、
当
該
公
務
員
等
の
職

及
び
当
該
職
務
遂
行
の
内
容
に
係
る
部
分
（
い
わ
ゆ
る
公
務
員
職
務
遂
行
情
報
） 

し
た
が
っ
て
、
個
人
識
別
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
を
利
用
に

供
す
る
こ
と
は
、
前
述
の
①
～
③
に
該
当
す
る
場
合
を
除
き
、
公
文
書
管
理
法
上
で
も

原
則
と
し
て
認
め
ら
れ
て
い
な
い
3

。 

他
方
で
、
公
文
書
管
理
法
上
の
利
用
制
限
事
由
へ
の
該
当
性
を
判
断
す
る
に
あ
た
っ

て
は
、
情
報
公
開
法
と
異
な
り
、
公
文
書
管
理
法
第
一
六
条
第
二
項
に
お
い
て
、「
特
定

歴
史
公
文
書
等
が
行
政
文
書
又
は
法
人
文
書
と
し
て
作
成
又
は
取
得
さ
れ
て
か
ら
の
時

の
経
過
を
考
慮
す
る
」
と
規
定
し
て
お
り
、「
利
用
制
限
す
る
」
こ
と
と
「
時
の
経
過
を

考
慮
す
る
」
こ
と
と
の
両
立
を
計
る
こ
と
が
本
法
の
特
徴
の
一
つ
と
言
え
る
。 

 第
二
節 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
規
定 

 公
文
書
管
理
法
第
一
六
条
第
二
項
で
「
時
の
経
過
を
考
慮
す
る
こ
と
」
と
さ
れ
て
い

る
が
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
「
第
Ｃ
章 

利
用 

第
一
節 

利
用
の
請
求 

Ｃ-

二 

利
用

請
求
の
取
扱
い
（
三
）
」
に
お
い
て
は
、
「
時
の
経
過
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
国
際
的

な
慣
行
で
あ
る
三
〇
年
ル
ー
ル
（
一
九
六
八
年
Ｉ
Ｃ
Ａ
（
国
際
公
文
書
館
会
議
）
マ
ド

リ
ッ
ド
大
会
に
お
い
て
出
さ
れ
た
、
利
用
制
限
は
原
則
と
し
て
三
〇
年
を
超
え
な
い
も

の
と
す
る
考
え
方
）
を
も
踏
ま
え
る
必
要
が
あ
る
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
4

。 

た
だ
し
、「
時
の
経
過
」
に
つ
い
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
で
定
め
て
い
る
部
分
は
前
述
の
箇

所
の
み
で
あ
り
、
こ
れ
以
上
の
具
体
的
記
述
は
見
当
た
ら
な
い
。
ま
た
、
こ
の
三
〇
年

ル
ー
ル
は
、
個
人
情
報
を
含
む
種
々
な
情
報
全
般
に
つ
い
て
原
則
的
に
述
べ
て
い
る
に

過
ぎ
ず
、
個
人
情
報
に
係
る
三
〇
年
を
超
え
る
長
期
間
の
利
用
制
限
を
否
定
し
た
も
の

で
は
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
利
用
決
定
を
行
う
国
立
公
文
書
館

等
の
長
は
、
三
〇
年
経
過
後
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
場
合
に
例
外
的
に

利
用
を
制
限
す
る
こ
と
と
す
る
か
を
個
別
に
判
断
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 
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第
二
章 

個
人
情
報
に
関
す
る
利
用
制
限
期
間
の
考
え
方 

 
第
一
節 
国
際
公
文
書
館
会
議
の
三
〇
年
ル
ー
ル 

 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に
お
い
て
も
「
国
際
的
な
慣
行
」
で
あ
る
と
し
て
触
れ
ら
れ
て
い
る

国
際
公
文
書
館
会
議
の
三
〇
年
ル
ー
ル
と
は
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
5

。 

 

(a)
公
開
制
限
と
公
開
時
期
の
延
期
に
つ
い
て 

一
．
大
会
は
、
各
国
の
ア
ー
カ
イ
ブ
関
係
機
関
が
、
文
書
の
公
開
を
コ
ン
ト
ロ
ー

ル
す
る
規
定
に
つ
い
て
徹
底
し
た
調
査
を
行
い
、
所
管
機
関
に
対
し
て
、
学
術

研
究
の
ニ
ー
ズ
に
か
な
っ
た
ア
ー
カ
イ
ブ
記
録
の
公
開
制
度
と
す
る
た
め
、
全

て
の
不
当
な
制
限
の
解
除
を
提
案
す
る
よ
う
、
勧
告
す
る
。 

こ
の
目
的
を
達
成
す
る
た
め
、
大
会
は
、
以
下
の
よ
う
な
公
開
規
則
の
緩
和

を
勧
告
す
る
。 

a)

公
開
制
限
期
間
を
定
め
て
い
る
各
国
に
お
い
て
は
、
一
般
的
な
制
限
期
間
に

つ
い
て
、
文
書
の
作
成
か
ら
公
開
ま
で
の
間
が
三
〇
年
を
超
え
な
い
も
の
と
し
、

必
要
な
場
合
は
留
保
事
項
を
設
け
る
こ
と
。 

b)

特
別
の
事
例
に
つ
い
て
更
に
長
い
期
間
制
限
す
る
場
合
は
、
現
実
に
必
要
が

あ
る
場
合
に
限
る
こ
と
と
し
、
そ
の
制
限
期
間
は
八
〇
年
を
超
え
な
い
も
の
と

す
る
こ
と
。 

c)

最
大
限
可
能
な
限
り
、
特
定
の
分
野
、
資
料
群
、
又
は
シ
リ
ー
ズ
に
つ
い
て
、

通
常
の
制
限
期
間
が
過
ぎ
る
前
に
、
自
由
な
利
用
を
可
能
に
す
る
よ
う
検
討
す

る
こ
と
。 

d)

個
別
の
事
情
に
つ
い
て
、
利
用
制
限
の
正
規
の
規
定
の
例
外
を
認
め
る
場
合

の
規
定
を
設
け
、
公
開
決
定
が
他
の
機
関
で
行
わ
れ
る
場
合
は
、
決
定
権
を
持

つ
機
関
に
事
案
が
移
る
前
に
、
国
立
公
文
書
館
長
又
は
関
係
す
る
保
存
機
関
の

長
は
、
例
外
に
よ
る
公
開
の
請
求
に
つ
い
て
の
助
言
を
与
え
る
こ
と
。
ま
た
、

非
公
開
措
置
に
対
す
る
不
服
申
立
の
手
続
き
を
検
討
す
る
こ
と
。 

 
 

三
〇
年
ル
ー
ル
の
本
来
の
意
味
は
、
「
一
般
的
な
制
限
期
間
」、
つ
ま
り
原
則
と
し
て

利
用
を
制
限
6

す
る
期
間
を
（
当
時
主
流
だ
っ
た
五
〇
年
か
ら
）
三
〇
年
に
「
緩
和
」

す
る
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
7

。
そ
し
て
、
こ
の
三
〇
年
ル
ー
ル
が
あ
く
ま
で
も
一
般

的
な
利
用
制
限
期
間
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
一
九
六
六
年
の

国
際
公
文
書
館
会
議
ワ
シ
ン
ト
ン
大
会
後
に
ア
ク
セ
ス
の
自
由
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン

グ
グ
ル
ー
プ
（
以
下
「
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
」
と
い
う
。
）
が
立
ち
上
が
り
、
国
際
公

文
書
館
会
議
大
会
の
第
一
セ
ッ
シ
ョ
ン
に
お
い
て
報
告
が
行
わ
れ
て
、
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
の
成
果
が
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
お
い
て
、
ド
イ
ツ

（
西
ド
イ
ツ
）、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ
ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、

オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
の
一
九
六
八
年
当
時
の
利
用
原
則
を
確
認
し
て
い
る

が
、
例
え
ば
イ
タ
リ
ア
で
は
、
原
則
と
し
て
ど
の
文
書
も
自
由
に
閲
覧
可
能
だ
が
、
内

容
に
よ
っ
て
制
限
が
あ
り
、
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
関
わ
る
文
書
は
七
〇
年
が
経
過

す
る
ま
で
利
用
制
限
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
な
ど
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
三
〇
年

以
上
の
利
用
制
限
期
間
を
設
け
て
い
る
国
が
多
数
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
ワ
ー
キ
ン
グ

グ
ル
ー
プ
と
し
て
の
結
論
は
、
こ
の
よ
う
に
、
各
国
に
よ
っ
て
利
用
規
則
が
異
な
る
た

め
、
い
く
つ
か
の
利
用
制
限
は
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
な
が
ら
、
一
般
的
な
利
用

制
限
期
間
を
三
〇
年
と
す
る
こ
と
が
現
実
的
で
あ
り
、
七
〇
～
八
〇
年
経
過
し
た
文
書

に
は
、
個
人
や
国
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
も
の
は
ほ
と
ん
ど
な
い
、
た
だ
し
、
例
外

的
な
場
合
は
、
利
用
制
限
期
間
を
さ
ら
に
延
長
で
き
、
そ
の
年
限
は
一
般
化
す
る
こ
と

は
で
き
な
い
、
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
8

。 

こ
の
報
告
に
対
し
て
各
国
の
代
表
が
意
見
を
述
べ
て
い
る
が
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
国
立
公
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文
書
館
の
館
長
は
「
北
欧
で
は
利
用
制
限
期
間
自
体
を
廃
止
し
、
原
則
と
し
て
利
用
さ

せ
る
こ
と
を
検
討
中
だ
が
、
理
論
的
に
は
大
き
な
変
更
の
よ
う
に
見
え
て
も
例
外
規
定

が
細
か
く
設
け
ら
れ
る
の
で
、
結
果
と
し
て
は
研
究
者
に
と
っ
て
大
き
な
差
異
は
な
い

と
思
う
」
と
述
べ
て
い
る
9

。 

以
上
の
よ
う
に
、
三
〇
年
ル
ー
ル
と
は
、
原
則
と
し
て
利
用
制
限
と
す
る
期
間
を
五

〇
年
か
ら
三
〇
年
と
し
た
こ
と
に
大
き
な
意
味
が
あ
る
が
、
こ
の
期
間
は
あ
く
ま
で
も

一
般
的
な
利
用
制
限
期
間
で
あ
り
、
特
に
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
以
上
の
長
期

に
わ
た
っ
て
制
限
す
る
こ
と
を
否
定
し
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。 

 

第
二
節 

諸
外
国
の
事
例 

 

本
節
で
は
諸
外
国
の
一
般
的
な
利
用
制
限
期
間
と
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
個
人
情
報

に
関
す
る
利
用
制
限
期
間
の
状
況
に
つ
い
て
概
観
す
る
。 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
の
利
用
に
あ
た
り
、
諸
外
国
の
国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
ど
の
よ
う

な
個
人
情
報
が
ど
の
程
度
の
期
間
利
用
制
限
さ
れ
て
い
る
か
に
つ
い
て
、
閣
議
議
事
録

等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム 

作
業
チ
ー
ム
（
第
一
回
）
配
布
資
料
「
国
立
公
文

書
館
に
お
け
る
『
時
の
経
過
』
の
運
用
に
つ
い
て
」
等
が
公
表
さ
れ
て
い
る
10

。
そ
の

概
要
を
略
述
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。 

〈
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
〉 

「
情
報
自
由
法
」（FOI
A

）
に
お
い
て
「
各
行
政
機
関
は
、
次
に
定
め
る
と
こ
ろ
に
従

い
、
公
衆
が
情
報
を
入
手
で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（5U

SC 
552

(a)

）

と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
「
本
条
は
、
次
の
事
項
に
は
適
用
さ
れ
な
い
」（5US

C 5
52(

b)

）

と
し
て
除
外
条
項
が
定
め
ら
れ
て
い
る
11

。
ま
た
、「
米
国
国
立
公
文
書
記
録
管
理
局
長

官
（The

 Ar
chi

vis
t)

が
、
そ
の
命
に
よ
り
、
移
管
元
の
連
邦
機
関
の
長
又
は
そ
の
後

任
者
と
の
協
議
を
行
っ
た
上
で
、
関
連
法
で
制
定
さ
れ
た
基
準
と
の
整
合
性
が
と
れ
て

い
る
と
の
理
由
か
ら
文
書
の
特
定
の
部
分
に
つ
い
て
、
本
条
で
言
及
し
た
法
定
の
制
限

及
び
そ
の
他
の
制
限
を
延
長
す
る
こ
と
を
決
定
し
た
場
合
を
除
き
、
そ
れ
ら
の
制
限
は

文
書
作
成
か
ら
三
〇
年
を
経
過
す
る
ま
で
有
効
で
あ
る
も
の
と
す
る
」
（44U

SC 

2
108

(a)

）
と
し
て
、
利
用
制
限
は
作
成
か
ら
三
〇
年
ま
で
と
す
る
三
〇
年
ル
ー
ル
を
原

則
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
原
則
と
し
て
三
〇
年
で
公
開
す
る

の
で
は
な
く
、
よ
り
長
期
（
七
二
年
（
国
勢
調
査
・
統
計
調
査
）
、
七
五
年
（
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
）
）
の
利
用
制
限
期
間
を
設
け
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
利
用
制
限
期
間
と
は
別

に
、
生
存
し
て
い
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
侵
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
記
録
を
利
用

制
限
す
る
と
い
っ
た
定
性
的
な
規
定
も
あ
る
。 

〈
イ
ギ
リ
ス
〉 

情
報
自
由
法
（F

OIA

）
に
お
い
て
、
公
共
機
関
に
対
し
情
報
の
請
求
を
行
う
者
は
、

利
用
制
限
情
報
を
除
い
て
、
請
求
に
明
示
さ
れ
た
情
報
を
公
共
機
関
が
保
有
し
て
い
る

か
否
か
書
面
で
通
知
を
受
け
る
権
利
及
び
、
情
報
を
保
有
し
て
い
る
場
合
、
当
該
情
報

の
開
示
を
受
け
る
権
利
を
有
し
て
い
る
こ
と
が
規
定
さ
れ
て
い
る
（
第
一
条(

一)

項
）。

F
OIA

は
記
録
が
作
成
さ
れ
た
年
の
翌
年
か
ら
起
算
し
て
、
一
定
の
期
間
が
満
了
し
た
と

き
に
、
歴
史
的
記
録
（hi

sto
ri

cal
 r
eco

rd

）
と
な
る
旨
定
め
て
い
る
が
、
歴
史
的
記

録
と
な
っ
た
記
録
は
、
利
用
制
限
情
報
の
う
ち
、
「
裁
判
記
録
等
」
（
第
三
二
条
）
他
い

く
つ
か
が
公
開
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
記
録
は
そ
れ
が
作
成
さ
れ
た
年
の
翌
年
か
ら
起
算

し
て
三
〇
年
の
期
間
が
満
了
し
た
と
き
歴
史
的
記
録
と
な
る
（
第
六
二
条
（
一
）
項
）

と
さ
れ
て
き
た
が
、
憲
法
改
革
統
治
法
（Co

nst
itu

tio
nal

 Re
for

m and
 G
ove

rna
nce

 

A
ct

）
別
表
七
の
四(

二)

で
、
三
〇
年
を
二
〇
年
と
す
る
旨
規
定
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、

歴
史
的
記
録
に
な
る
こ
と
で
公
開
対
象
と
な
る
情
報
す
べ
て
が
、
二
〇
年
経
過
後
に
公

開
さ
れ
る
わ
け
で
は
な
く
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
生
存
し
て
い
る
個
人
を
特
定
し

う
る
情
報
に
つ
い
て
、
デ
ー
タ
保
護
法(D

at
a
 P
r
o
te
c
ti
o
n
 A
c
t
)

の
規
定
に
準
じ
て

利
用
を
制
限
す
る
と
し
て
い
る
。 
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ま
た
、
王
室
の
通
信
及
び
栄
典
の
授
与
に
関
す
る
情
報
は
憲
法
改
革
統
治
法
の
改
正

に
よ
り
、
逆
に
利
用
制
限
が
強
化
さ
れ
、
関
連
す
る
人
物
の
死
亡
と
い
う
要
件
も
追
加

さ
れ
た
12

。 

〈
ド
イ
ツ
〉 

ド
イ
ツ
連
邦
公
文
書
館
法
（Ge

set
z 

ü
ber

 
di
e 

S
ich

eru
ng 

und
 
Nu

tzu
ng 

von 

A
rch

ivg
ut d

es Bun
des

）
第
五
条(

一)

項
に
お
い
て
、
「
何
人
も
、
別
段
の
法
規
定
の

定
め
が
な
い
限
り
に
お
い
て
、
三
〇
年
以
上
経
過
し
た
連
邦
の
ア
ー
カ
イ
ブ
文
書
を
、

申
請
に
基
づ
い
て
利
用
す
る
権
利
を
有
す
る
」
と
規
定
さ
れ
て
お
り
、
三
〇
年
ル
ー
ル

を
原
則
と
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
死
亡
後
三
〇
年
経
過
又
は

出
生
後
一
一
〇
年
経
過
と
い
っ
た
利
用
制
限
期
間
を
設
け
て
い
る
。 

〈
フ
ラ
ン
ス
〉 

平
成
二
〇
年
（
二
〇
〇
八
年
）
に
文
化
遺
産
法
（Co

de d
u pa

tr
imo

ine

）L
213

‐1

条
が
改
正
さ
れ
た
。
改
正
前
は
、 

 

公
文
書
館
に
寄
託
す
る
ま
で
閲
覧
が
自
由
で
あ
っ
た
記
録
は
、
い
か
な
る
制
限
も

な
く
、
引
き
続
き
、
す
べ
て
の
請
求
者
の
閲
覧
に
供
す
る
。
行
政
と
公
衆
と
の
関

係
を
改
善
す
る
諸
措
置
並
び
に
行
政
、
社
会
及
び
財
政
上
の
諸
規
定
に
関
す
る
一

九
七
八
年
七
月
一
七
日
の
法
律
第
七
八-

七
五
三
号
第
一
条
に
規
定
す
る
記
録
は
、

当
該
法
律
が
定
め
る
要
件
に
従
っ
て
引
き
続
き
閲
覧
に
供
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

そ
の
他
の
す
べ
て
の
公
文
書
で
あ
る
記
録
は
、
三
〇
年
の
期
間
又
はL

第213

‐2

条
に
規
定
す
る
特
別
の
期
間
を
経
過
し
た
と
き
は
、
自
由
に
閲
覧
に
供
す
る
こ
と

が
で
き
る
13

。 

 

と
規
定
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
改
正
後
は
、「
三
〇
年
の
期
間
」
と
い
う
文
言
が
削
除
さ

れ
、L2

13-1

条
は
、
公
文
書
は
、L

213
-2

条
に
規
定
さ
れ
る
条
件
を
別
と
し
て
、
当
然

に
閲
覧
可
能
で
あ
る
と
規
定
さ
れ
た
14

。
た
だ
し
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
文
書
類

型
に
応
じ
、
作
成
・
取
得
後
七
五
年
な
い
し
一
〇
〇
年
経
過
、
死
亡
後
二
五
年
経
過
、

出
生
後
一
二
〇
年
経
過
と
い
っ
た
利
用
制
限
期
間
を
設
け
て
い
る
。 

フ
ラ
ン
ス
の
制
度
に
つ
い
て
は
、
平
成
二
七
年
（
二
〇
一
五
年
）
一
二
月
二
四
日
開

催
の
第
四
七
回
公
文
書
管
理
委
員
会
資
料
に
お
い
て
や
や
詳
し
く
取
り
上
げ
ら
れ
て
お

り
、
同
委
員
会
資
料
か
ら
一
部
を
引
用
す
る
と
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
15

。 

 二
〇
〇
八
年
法
律
（
筆
者
補
記
：
文
化
遺
産
法
）
は
、
公
文
書
の
自
由
閲
覧
原
則

を
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
文
書
の
性
質
に
よ
っ
て
は
、
こ
の
原
則
に
服
さ
せ
る

こ
と
で
、
特
定
の
個
人
や
国
家
や
不

（
マ
マ
）

利
益
を
生
じ
さ
せ
る
も
の
も
存
在
す
る
。
そ

こ
で
、L

213

‐2

条
第
一
段
は
、
文
書
の
性
質
を
考
慮
し
た
上
で
、
時
の
経
過
と

の
関
係
か
ら
こ
の
原
則
に
対
す
る
例
外
制
度
を
設
け
た
。
そ
の
期
間
は
、二
五
年
、

五
〇
年
、
七
五
年
、
一
〇
〇
年
と
い
う
四
つ
の
期
間
に
限
定
さ
れ
て
い
る
。 

 

上
記
フ
ラ
ン
ス
の
文
化
遺
産
法
に
お
け
る
個
人
情
報
の
公
開
に
つ
い
て
ま
と
め
る
と

表
１
の
と
お
り
と
な
る
。
前
述
の
と
お
り
、
前
記
引
用
部
分
の
う
ち
「
二
五
年
」
と
は

「
関
係
人
の
死
亡
日
か
ら
二
五
年
」
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
ま
た
、
こ
れ
以
外
に
「
出

生
の
日
か
ら
一
二
〇
年
」
と
い
う
定
め
も
あ
る
16

。 

以
上
の
よ
う
に
、
個
人
情
報
に
つ
い
て
各
国
の
制
度
上
示
さ
れ
て
い
る
利
用
制
限
期

間
は
国
ご
と
の
ば
ら
つ
き
が
非
常
に
大
き
く
、
準
拠
す
べ
き
国
際
的
な
基
準
が
あ
る
と

は
言
い
難
い
状
況
に
あ
る
。
た
だ
し
、
各
国
と
も
個
人
情
報
に
つ
い
て
は
原
則
的
な
利

用
制
限
期
間
よ
り
も
長
期
の
利
用
制
限
期
間
が
示
さ
れ
て
お
り
、
個
人
の
生
死
を
利
用

制
限
の
判
断
指
標
と
し
て
い
る
こ
と
も
共
通
し
て
い
る
。
ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
や
ド
イ
ツ

の
制
度
で
は
出
生
か
ら
一
〇
〇
年
を
超
え
る
利
用
制
限
期
間
も
示
さ
れ
て
お
り
、
特
に

フ
ラ
ン
ス
に
お
い
て
は
「
五
〇
年
」
や
「
一
〇
〇
年
」
と
い
っ
た
利
用
制
限
期
間
が
示 
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表１フランス国立公文書館における個人情報記載文書の公開について 

経過年数 

（注１） 
公開となる個人情報記載文書 

当然に閲覧

可能 
下記以外の文書 

25 年 

（注２） 
医療の秘密に関する文書 

50 年 

個人の安全又は私的生活の保護を侵害する文書（経過年数「75 年」及び「100 年」の項

に掲げる文書を除く） 

（適用対象） 

・名前の特定される自然人若しくは容易に識別可能な自然人についての価値の評価や判

断に関わる文書 

・人物に損害をもたらすおそれのある条件における人物の行為を明らかにする文書 

75 年 

（注３） 

a) 閲覧させることが統計に関する秘密に侵害をもたらす文書について、私的な事実及び

行為と関係を有する質問書によって収集された情報が問題となる場合 

b) 司法警察の部局によって実施された調査に関する文書 

c) 裁判所に提起された事件に関する文書（判決及び裁判の決定の執行に関する特別な規

定のある場合を除く） 

d) 裁判所付属吏の正本及び帳簿類 

e) 民事的身分の出生及び婚姻の登録  

100 年 

（注３） 

・上記 a)～e)に該当する文書のうち、未成年に関するもの 

・閲覧させることが個人の性的生活の秘密を侵害する判決及び裁判の決定の執行に関し

て、司法警察部局によって実施された調査、裁判所に提起された事件に関する文書 

（注）  

１．「経過年数」の起算日は、文書の日付又は書類の中に含まれる最新の文書の日付である。 

２．ただし、医療の秘密に関する文書は、①関係人の死亡の日付から 25 年、②死亡日が判明しない場合、

当該人物の出生の日から 120 年のいずれかの期間が経過すると公開となる。 

３．「75 年」又は「100 年」の期間が未経過でも、関係人の死亡の日付から 25 年経過すると、これらの

文書は公開となる。 

永野晴康「フランス文書保存制度の諸相－2008 年法律による公文書保護制度を中心に―」（『城西情報

科学研究』第 20 巻第 1号（2010 年３月）所収）の記述を元に作成 
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さ
れ
て
い
る
こ
と
が
注
目
さ
れ
る
。 

 
第
三
節 
国
立
公
文
書
館
の
審
査
基
準 

 

審
査
基
準
の
記
載
の
と
お
り
、
国
立
公
文
書
館
で
は
、
国
立
公
文
書
館
法
施
行
（
平

成
一
一
年
法
律
第
七
九
号
）
以
降
、
「
三
〇
年
を
経
過
し
た
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、

作
成
又
は
取
得
か
ら
一
定
の
期
間
が
経
過
し
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
点
に
お
い
て
、
当
該
個
人
情
報
を
公
開
し
て
き
た
」
17

。

三
〇
年
ル
ー
ル
を
踏
ま
え
た
個
人
情
報
の
公
開
判
断
に
関
す
る
こ
の
よ
う
な
館
の
運
用

実
績
自
体
も
ま
た
、
個
人
情
報
の
う
ち
例
外
的
に
利
用
に
供
さ
れ
る
「
慣
行
と
し
て
公

に
さ
れ
、
又
は
公
に
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
情
報
」
に
い
う
「
慣
行
」
に
該
当

す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
審
査
基
準
に
お
い
て
は
、「
個
々
の
案
件
に
お

け
る
利
用
制
限
事
由
の
該
当
性
の
判
断
に
当
た
っ
て
は
、
こ
れ
ら
の
運
用
も
踏
ま
え
る

も
の
と
す
る
」18
と
し
て
い
る
。 

加
え
て
審
査
基
準
に
は
、
前
述
の
「
慣
行
と
し
て
」
の
説
明
部
分
に
、「
個
人
の
権
利

利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
『
一
定
の
期
間
』
の
目
安
に

つ
い
て
は
、
別
添
参
考
資
料
『
三
〇
年
を
経
過
し
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
記
録
さ
れ

て
い
る
個
人
情
報
に
つ
い
て
』
を
参
照
」
と
記
載
し
て
お
り
、
審
査
基
準
の
末
尾
に
（
別

添
参
考
）
と
し
て
、
利
用
制
限
情
報
の
類
型
及
び
そ
の
利
用
制
限
を
行
う
一
定
の
期
間

（
目
安
）
を
例
示
し
た
表
を
掲
載
し
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
の
位
置
付
け
は
、
審
査
の

基
準
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
個
別
の
審
査
に
当
た
っ
て
参
考
と
す
る
国
立
公
文
書
館
の

公
表
慣
行
の
考
え
方
の
例
を
審
査
基
準
の
「
参
考
」
資
料
と
し
て
「
別
添
」
し
た
も
の

に
す
ぎ
な
い
こ
と
に
留
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
19

。 

次
に
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
の
考
え
方
に
つ
い
て
詳
し
く
見
て
い
く
こ
と
と
す

る
が
、
そ
の
前
提
と
し
て
踏
ま
え
て
お
く
べ
き
こ
と
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
審
査
基
準
の

冒
頭
に
掲
げ
て
い
る
と
お
り
、「
個
々
の
案
件
に
係
る
具
体
的
な
判
断
は
、
個
別
の
審
査

の
結
果
に
基
づ
き
行
う
も
の
」
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
と
同
趣
旨
の
記
述
は
審
査

基
準
の
（
別
添
参
考
）
の
（
備
考
）
２
に
も
あ
り
、
具
体
的
な
審
査
に
お
い
て
「
特
定

歴
史
公
文
書
等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
情
報
が
こ
の
表
の
い
ず
れ
に
該
当
す
る
か
に
つ
い

て
は
、
当
該
情
報
の
具
体
的
性
質
、
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
た
当
時
の
状
況
等
を
総
合

的
に
勘
案
し
て
個
別
に
判
断
す
る
も
の
」
と
さ
れ
て
い
る
。
前
述
の
と
お
り
、
審
査
基

準
の
（
別
添
参
考
）
に
掲
げ
る
期
間
区
分
は
、
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
か
否
か
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
際
の
一
つ
の
目
安
に
す
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
目

安
と
す
る
期
間
区
分
を
ど
の
よ
う
に
設
定
す
る
か
に
か
か
わ
ら
ず
、
個
々
の
案
件
の
利

用
制
限
期
間
に
つ
い
て
の
具
体
的
な
判
断
は
、
個
別
の
審
査
の
結
果
に
基
づ
き
行
う
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
は
利
用
審
査
に
当
た
っ
て
の
基
本
原
則
で
あ
る
。 

ど
の
よ
う
な
情
報
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ

の
あ
る
個
人
情
報
に
該
当
す
る
か
を
類
型
的
・
網
羅
的
に
列
挙
す
る
の
は
、
個
人
情
報

が
あ
ま
り
に
多
岐
に
渡
る
た
め
、
極
め
て
困
難
で
あ
る
。
ま
た
、
仮
に
類
型
的
な
定
義

を
し
て
み
て
も
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
「
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と

認
め
ら
れ
な
く
な
っ
た
時
点
」
と
な
る
一
定
の
期
間
を
類
型
的
に
示
す
こ
と
は
更
に
困

難
で
あ
る
。
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
は
、
幾
重
も
の
留
保
条
件
を
付
し
た
上
で
は

あ
る
が
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情

報
を
あ
る
程
度
類
型
化
し
、
そ
れ
ら
の
情
報
が
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が

あ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
る
一
定
の
期
間
の
目
安
を
示
す
こ
と
を
、
あ
え
て
試
み
て
い

る
。 審

査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
に
お
い
て
は
、
三
〇
年
を
経
過
し
た
特
定
歴
史
公
文
書

等
に
記
録
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
以
下
の
三
類
型
に
大
別
し
た
上
で
、
前
述
の
「
一

定
の
期
間
」
の
目
安
及
び
こ
れ
ら
に
「
該
当
す
る
可
能
性
の
あ
る
情
報
の
類
型
の
例
」

を
次
の
と
お
り
示
し
て
い
る
。 



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
利
用
審
査
に
つ
い
て 

七
八 

① 

個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
一
定
の
期
間
は
、
当
該
情
報
を
公
に
す
る
こ
と
に
よ

り
、
当
該
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 
 

 
→ 

一
定
の
期
間
（
目
安
）
：
五
〇
年 

 
 

 
→ 
情
報
類
型
例
（
参
考
）
：
学
歴
又
は
職
歴
／
財
産
又
は
所
得
な
ど 

② 

重
要
な
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
一
定
の
期
間
は
、
当
該
情
報
を
公
に
す
る
こ 

と
に
よ
り
、
当
該
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
る 

も
の 

 
 

 

→ 

一
定
の
期
間
（
目
安
）
：
八
〇
年 

 
 

 

→ 

情
報
類
型
例
（
参
考
）
：
国
籍
、
人
種
又
は
民
族
／
家
族
、
親
族
又 

は
婚
姻
な
ど 

③ 

重
要
な
個
人
情
報
で
あ
っ
て
、
一
定
の
期
間
は
、
当
該
情
報
を
公
に
す
る
こ 

 

と
に
よ
り
、
当
該
個
人
又
は
そ
の
遺
族
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る 

と
認
め
ら
れ
る
も
の 

 
 

→ 

一
定
の
期
間
（
目
安
）
：
一
一
〇
年
を
超
え
る
適
切
な
年 

→ 

情
報
類
型
例
（
参
考
）：
刑
法
等
の
犯
罪
歴
（
禁
錮
以
上
の
刑
）
／
重 

篤
な
遺
伝
性
の
疾
病
、
精
神
の
障
害
そ
の
他
の
健
康
状
態 

な
お
、
一
定
の
期
間
の
目
安
を
「
一
一
〇
年
を
超
え
る
適
切
な
年
」
と
し
て
い
る
③

の
類
型
に
該
当
す
る
可
能
性
が
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
情
報
の
類
型
の
例
に
つ
い
て
は
、

（
備
考
）
４
に
お
い
て
更
に
「
一
定
の
期
間
」
の
目
途
を
定
め
て
お
り
、「
刑
法
等
の
犯

罪
歴
（
禁
錮
以
上
の
刑
）
」
に
つ
い
て
は
一
一
〇
年
、
「
重
篤
な
遺
伝
性
の
疾
病
、
精
神

の
障
害
そ
の
他
の
健
康
状
態
」
は
一
四
〇
年
と
さ
れ
て
い
る
。 

こ
の
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
は
、
次
の
よ
う
な
考
え
方
で
作
成
さ
れ
て
い
る
20

。 

 

 

「
一
定
の
期
間
（
目
安
）
」
は
、
時
の
経
過
に
よ
り
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お

そ
れ
が
あ
る
と
認
め
ら
れ
な
く
な
る
と
考
え
ら
れ
る
期
間
で
あ
り
、
個
人
の
ラ
イ

フ
ス
テ
ー
ジ
（
社
会
の
第
一
線
を
退
い
て
い

る
、
本
人
の
死
亡
、
遺
族
の
死
亡
が
推
定
さ

れ
る
各
段
階
）
等
を
踏
ま
え
た
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
は
、
本
人
（
個
人
）
が
二
〇
歳
で
公
文

書
に
記
載
さ
れ
、
三
〇
歳
で
子
が
誕
生
し
、

一
〇
〇
歳
で
死
亡
す
る
場
合
を
想
定
し
て
作

成
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
例
え
ば
、「
禁
錮
以

上
の
刑
に
係
る
罪
に
関
す
る
犯
罪
歴
」
と
い

う
ケ
ー
ス
で
は
、
作
成
又
は
取
得
か
ら
一
一

〇
年
を
経
過
す
る
と
、
本
人
の
実
年
齢
は
一

三
〇
歳
、
子
の
実
年
齢
は
一
〇
〇
歳
で
あ
り
、

い
ず
れ
も
死
亡
し
て
い
る
可
能
性
が
高
い
と

推
定
さ
れ
る
。
こ
れ
は
、
刑
法
上
の
犯
罪
歴

（
禁
錮
以
上
の
刑
）
は
、
本
人
及
び
そ
の
子

の
生
存
期
間
中
ま
で
は
当
該
本
人
情
報
を
保

護
す
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
方
に
立
つ
も

の
で
あ
る
。
別
添
参
考
資
料
は
、
個
別
の
審

査
の
際
の
参
考
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
利

用
者
の
方
々
の
参
考
に
も
資
す
る
と
考
え
、

審
査
基
準
に
添
付
し
た
も
の
で
あ
る
。 

 

こ
こ
で
示
さ
れ
て
い
る
「
一
定
の
期
間
（
目
安
）
」

の
考
え
方
を
下
に
図
示
す
る
。 

以
上
の
よ
う
に
、
国
立
公
文
書
館
の
利
用
審
査

に
お
い
て
は
、
公
文
書
管
理
法
及
び
ガ
イ
ド
ラ
イ

（年齢） ０歳   ２０歳  ３０歳              ７０歳    １００歳 

    

   

（事項） 出生   公文書記載  子の誕生            リタイア           死亡 

（経過年数）    ０年                           ５０年          ８０年 
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国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
利
用
審
査
に
つ
い
て 

七
九 

ン
を
踏
ま
え
、
利
用
請
求
に
応
じ
て
、
個
別
に
利
用
制
限
事
由
の
該
当
性
の
判
断
を
し

て
い
る
が
、
そ
の
際
に
は
、
国
立
公
文
書
館
の
こ
れ
ま
で
の
運
用
に
つ
い
て
も
慣
行
と

し
て
公
の
「
慣
行
」
で
あ
る
と
考
え
て
、
作
成
又
は
取
得
か
ら
三
〇
年
を
経
過
し
た
特

定
歴
史
公
文
書
等
は
、
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
の
う
ち
、
公
に

す
る
こ
と
に
よ
り
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
個
人
情
報
に
限
定
し
て

利
用
制
限
を
行
っ
て
い
る
。
判
断
に
あ
た
っ
て
は
、
利
用
制
限
す
べ
き
情
報
の
類
型
及

び
利
用
制
限
す
る
一
定
の
期
間
（
目
安
）
を
示
し
た
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
に
つ

い
て
も
参
照
し
て
い
る
。 

前
述
の
諸
外
国
の
制
度
と
我
が
国
の
制
度
と
を
比
較
す
る
と
、
我
が
国
に
お
い
て
も
、

利
用
制
限
情
報
を
除
い
て
原
則
利
用
に
供
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
こ
の
点
に
つ
い
て

は
諸
外
国
と
同
様
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
利
用
に
供
す
る
ま
で
の
最
短
年
限
を
法

令
等
に
よ
り
明
確
に
規
定
し
て
い
な
い
と
こ
ろ
は
、
諸
外
国
と
異
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。 

ま
た
、
個
人
情
報
に
限
っ
て
み
て
も
、
諸
外
国
で
は
利
用
に
供
す
る
年
限
に
つ
い
て
、

法
令
等
で
定
め
て
い
る
場
合
が
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
我
が
国
に
お
い
て
は
そ
う

い
っ
た
法
令
上
の
規
定
が
な
い
。
た
だ
し
、
国
立
公
文
書
館
は
、
前
述
の
と
お
り
、
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
に
基
づ
い
て
作
成
公
表
し
て
い
る
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
に
お
い
て
、

利
用
制
限
を
要
す
る
年
限
の
目
安
を
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
目
安
で
あ
る
年
限
を
諸
外
国

と
比
較
し
た
場
合
、
例
え
ば
フ
ラ
ン
ス
で
は
「
民
事
的
身
分
の
出
生
及
び
婚
姻
の
登
録
」

は
「
七
五
年
」
と
い
う
経
過
年
数
を
文
化
遺
産
法
で
規
定
し
て
い
る
。
こ
れ
が
具
体
的

に
ど
う
い
っ
た
情
報
を
指
す
の
か
は
つ
ま
び
ら
か
で
は
な
い
が
、
審
査
基
準
の
（
別
添

参
考
）
は
「
家
族
、
親
族
又
は
婚
姻
」
の
一
定
の
期
間
（
目
安
）
を
「
八
〇
年
」
と
し

て
お
り
、
国
立
公
文
書
館
で
目
安
と
し
て
い
る
年
限
と
期
せ
ず
し
て
同
程
度
の
期
間
と

な
っ
て
い
る
。 

 

 

第
三
章 

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
「
時
の
経
過
」
を
踏
ま
え
た
利
用
制
限
事

由
へ
の
該
当
性
の
判
断 

 

第
一
節 

特
定
歴
史
公
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報 

  

で
は
次
に
、
国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
、「
時
の
経
過
」
を
踏
ま
え
、
ど
の
よ
う
に
判

断
し
て
い
る
の
か
に
つ
い
て
具
体
的
に
提
示
す
る
が
、
そ
の
前
に
、
国
立
公
文
書
館
の

特
定
歴
史
公
文
書
等
に
ど
う
い
っ
た
個
人
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
の
か
を
概
観
す
る
。 

国
立
公
文
書
館
が
所
蔵
す
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
は
、
国
の
意
思
決
定
に
係
る
文

書
だ
け
で
な
く
、
個
人
の
権
利
義
務
の
得
喪
に
関
す
る
情
報
等
、
一
般
に
利
用
さ
せ
る

こ
と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
文
書
が
存
在
す
る
。
し
た
が
っ
て
こ
れ
ま
で
の
審
査
事

例
を
踏
ま
え
て
、
ど
の
よ
う
な
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
い
か
な
る
個
人
情
報
が
含
ま
れ

て
い
る
の
か
を
明
ら
か
に
す
る
必
要
が
あ
る
。 

個
人
情
報
を
多
く
含
む
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
、
い
く
つ
か
例
を
挙
げ
る
と

表
２
の
よ
う
に
な
る
。
個
人
情
報
は
多
種
多
様
で
あ
り
、
あ
く
ま
で
も
一
例
に
す
ぎ
な

い
が
、
個
人
情
報
を
多
く
含
む
文
書
と
し
て
は
、
公
務
員
の
人
事
や
服
務
等
（
公
務
員

の
職
務
遂
行
情
報
以
外
の
情
報
）
に
関
す
る
文
書
や
国
民
の
権
利
義
務
に
密
接
に
関
係

し
て
い
る
業
務
を
所
管
し
て
い
る
機
関
の
文
書
等
が
挙
げ
ら
れ
る
。 

 

第
二
節 

公
文
書
管
理
委
員
会
の
判
断
事
例
か
ら
の
一
考
察 

 
公
文
書
管
理
法
第
二
一
条
に
は
、「
利
用
請
求
に
対
す
る
処
分
又
は
利
用
請
求
に
係
る

不
作
為
に
つ
い
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
国
立
公
文
書
館
等
の
長
に
対
し
、
審
査
請
求
を

す
る
こ
と
が
で
き
る
」
旨
規
定
し
て
お
り
（
第
一
項
）、
審
査
請
求
が
あ
っ
た
と
き
は
、
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〇 

 

国
立
公
文
書
館
等
の
長
は
、
例
外
を
除
い
て
「
公
文
書
管
理
委
員
会
に
諮
問

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
（
第
四
項
）
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。 

 

国
立
公
文
書
館
は
平
成
二
三
年
度
か
ら
二
八
年
度
ま
で
に
公
文
書
管
理
委

員
会
に
四
件
諮
問
を
行
っ
て
い
る
。
公
文
書
管
理
委
員
会
か
ら
出
さ
れ
た
答

申
の
う
ち
、「
時
の
経
過
」と
個
人
情
報
を
考
え
る
上
で
参
考
に
な
る
答
申
が
、

平
成
二
六
年
度
答
申
第
一
号
、
同
第
二
号
、
同
第
三
号
及
び
同
第
四
号
（「
日

本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
四
五
．
八
～
昭
和
六
〇
．
四
）
」
の
一
部
利
用
決
定

に
関
す
る
件
、
「
日
本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
六
一
．
一
）
」
の
一
部
利
用
決

定
に
関
す
る
件
、
「
日
本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
六
一
．
一
）
」
の
一
部
利
用

決
定
に
関
す
る
件
、
「
日
本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
六
一
．
一
一
）
」
の
一
部

利
用
決
定
に
関
す
る
件
）
で
あ
る
21

。
諮
問
対
象
文
書
は
、
日
本
経
済
短
期

大
学
を
運
営
す
る
学
校
法
人
亜
細
亜
学
園
が
、
学
則
の
変
更
や
学
科
の
廃
止

等
に
際
し
て
文
部
省
の
認
可
を
求
め
る
た
め
に
申
請
し
た
書
類
を
決
裁
文
書

と
と
も
に
綴
っ
た
も
の
で
あ
り
、
文
部
省
に
お
い
て
保
有
し
、
平
成
九
年
度

に
国
立
公
文
書
館
に
移
管
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
平
成
二
五
年
一
二
月
に
本

件
対
象
文
書
の
一
部
が
公
文
書
管
理
法
第
一
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
及
び
ロ

に
該
当
す
る
と
し
て
利
用
制
限
す
る
原
処
分
を
行
っ
た
が
、
異
議
申
立
人
か

ら
本
件
対
象
文
書
の
全
部
を
利
用
に
供
す
る
よ
う
異
議
申
立
て
が
行
わ
れ
た
。

本
節
で
は
、
本
稿
の
テ
ー
マ
で
あ
る
個
人
に
関
す
る
情
報
に
絞
っ
て
「
時
の

経
過
」
に
係
る
判
断
に
着
目
し
な
が
ら
、
答
申
の
内
容
を
検
討
す
る
。 

 

個
人
情
報
に
つ
い
て
は
、
大
学
教
員
の
生
年
月
日
、
本
籍
、
現
住
所
、
学

歴
、
職
歴
等
に
つ
い
て
、
公
に
す
る
こ
と
に
よ
り
当
該
個
人
の
権
利
利
益
を

害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
利
用
制
限
を
行
っ
た
も
の
で
あ
る
。 

 
公
文
書
管
理
委
員
会
で
は
、
本
件
文
書
の
個
人
に
関
す
る
情
報
に
係
る
利

用
制
限
に
つ
い
て
、「
大
学
等
の
教
員
が
行
う
教
育
研
究
活
動
に
係
る
個
人
に

表２ 個人情報の多く含まれる特定歴史公文書等の例 

情報の類型 特定歴史公文書等の例 

① 学歴又は職歴 任免裁可書、叙勲裁可書、内閣人事公文・総理府人事公文、

法人設立許認可関係資料 

② 財産又は所得 法人設立許認可関係資料、健康保険法施行関係、労働保険

再審査請求事件記録 

③ 採用、選考又は任免 任免裁可書 

④ 勤務評定又は服務 人事院会議議事録 

⑤ 人事記録 任免裁可書、叙勲裁可書、内閣人事公文・総理府人事公文

⑥ 国籍、人種又は民族 帰化許可原簿 

⑦ 家族、親族又は婚姻 留守名簿、引揚者在外事実調査票 

⑧ 信仰 宗教門（文部省） 

⑨ 伝染性の疾病、身体の障害その他の健康

状態 任免裁可書、叙勲裁可書、内閣人事公文・総理府人事公文

⑩ 刑法等の犯罪歴 
公文雑纂、任免裁可書、公文類聚、人事院会議議事録、会

計検査院決議録、恩給裁定原書、閣議・事務次官等会議資

料 

⑪ 重篤な遺伝性の疾病、精神の障害その他

の健康状態 任免裁可書 
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関
す
る
情
報
の
取
扱
い
に
つ
い
て
は
、
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
三
一
年
文
部
省
令
第
二

八
号
）
又
は
短
期
大
学
設
置
基
準
（
昭
和
五
〇
年
文
部
省
令
第
二
一
号
）
に
お
い
て
、

大
学
等
に
お
け
る
教
育
研
究
活
動
等
の
状
況
に
つ
い
て
、
刊
行
物
へ
の
掲
載
そ
の
他
広

く
周
知
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
方
法
に
よ
っ
て
、
積
極
的
に
情
報
を
提
供
す
る
も
の
と

す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
が
、
さ
ら
に
、
大
学
等
が
公
的
な
教
育
機
関
と
し
て
、
社
会

に
対
す
る
説
明
責
任
を
果
た
す
と
と
も
に
、
そ
の
教
育
の
質
を
向
上
さ
せ
る
観
点
か
ら
、

文
部
科
学
省
が
平
成
二
二
年
文
部
科
学
省
令
第
一
五
号
に
よ
り
学
校
教
育
法
施
行
規
則

の
一
部
を
改
正
（
平
成
二
三
年
四
月
一
日
施
行
）
し
、
各
大
学
等
に
お
い
て
も
、
刊
行

物
へ
の
掲
載
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
利
用
そ
の
他
広
く
周
知
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
方

法
に
よ
っ
て
自
主
的
な
公
表
を
一
層
促
進
さ
せ
る
取
組
が
進
め
ら
れ
て
い
る
」
と
す
る

一
方
で
、「
特
定
の
教
員
に
つ
い
て
、
一
部
の
情
報
が
公
表
さ
れ
た
状
態
で
存
在
し
て
い

る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
こ
れ
が
個
別
的
な
事
例
に
と
ど
ま
る
限
り
に
お
い
て
は
、
当
該

公
表
の
事
実
を
も
っ
て
個
人
に
関
す
る
情
報
を
利
用
に
供
す
べ
き
も
の
と
は
解
さ
れ
ず
、

利
用
請
求
に
係
る
利
用
制
限
事
由
該
当
性
の
判
断
は
、
上
記
の
教
育
研
究
活
動
と
の
関

係
を
踏
ま
え
て
行
わ
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」、
と
の
判
断
を
、
答
申
に
お
い
て
ま
ず
示

し
て
い
る
。
さ
ら
に
、
「
時
の
経
過
」
に
つ
い
て
は
、
「
文
部
科
学
省
や
当
該
学
校
法
人

等
が
積
極
的
に
公
に
し
て
い
な
い
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
本
件
対
象
文
書

が
法
第
二
条
第
七
項
で
定
め
る
特
定
歴
史
公
文
書
等
で
あ
る
こ
と
に
鑑
み
、
当
該
個
人

の
死
亡
な
ど
時
の
経
過
を
踏
ま
え
た
考
慮
を
併
せ
て
行
う
こ
と
が
基
本
と
な
る
」
と
し

て
い
る
。 

 

そ
の
上
で
具
体
的
に
は
、
生
存
す
る
個
人
の
公
表
さ
れ
て
い
な
い
住
所
、
職
歴
、
月

額
基
本
給
、
印
影
等
に
つ
い
て
は
、
公
文
書
管
理
法
第
一
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
利

用
制
限
事
由
に
該
当
し
、
利
用
制
限
を
す
る
こ
と
は
妥
当
と
し
て
い
る
。
他
方
で
、
死

亡
し
て
い
る
教
員
の
月
額
基
本
給
に
つ
い
て
は
、「
権
利
義
務
の
保
護
を
受
け
る
べ
き
個

人
が
既
に
死
亡
し
て
お
り
、
そ
の
社
会
的
信
用
や
評
価
が
公
に
な
る
こ
と
に
よ
り
、
当

該
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
あ
る
と
は
い
え
な
い
。
仮
に
当
該
個
人
の
遺

族
が
存
在
し
て
い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
月
額
基
本
給
が
遺
族
の
世
帯
収
入
や
、

遺
族
の
社
会
的
信
用
や
評
価
の
全
て
で
あ
る
と
も
い
え
ず
、
遺
族
の
権
利
利
益
を
害
す

る
も
の
と
も
い
え
な
い
こ
と
か
ら
、
行
政
機
関
情
報
公
開
法
第
五
条
第
一
号
本
文
後
段

に
該
当
す
る
も
の
と
認
め
ら
れ
な
い
た
め
、
当
該
情
報
が
記
録
さ
れ
て
い
る
部
分
は
、

法
第
一
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
利
用
制
限
事
由
に
該
当
せ
ず
、
利
用
に
供
す
る
こ
と

が
妥
当
で
あ
る
」
と
し
、
当
該
個
人
の
死
亡
に
加
え
て
、
当
該
個
人
の
情
報
が
遺
族
の

権
利
利
益
を
害
し
な
い
と
き
に
は
、
当
該
情
報
を
利
用
に
供
す
る
べ
き
で
あ
る
と
の
判

断
を
示
し
て
い
る
。
死
亡
し
て
い
る
教
員
の
職
歴
、
印
影
に
つ
い
て
も
同
様
の
判
断
で

あ
っ
た
。 

し
か
し
な
が
ら
、
教
員
の
現
住
所
又
は
住
所
に
つ
い
て
は
、
当
該
教
員
が
死
亡
し
て

い
る
場
合
で
あ
っ
て
も
、「
遺
族
固
有
の
個
人
に
関
す
る
情
報
と
し
て
解
さ
れ
る
余
地
が

あ
る
こ
と
か
ら
、
時
の
経
過
を
踏
ま
え
て
も
な
お
、
当
該
現
住
所
又
は
住
所
に
つ
い
て

は
、
法
第
一
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
利
用
制
限
事
由
に
該
当
し
、
生
存
す
る
個
人
（
生

死
が
確
認
で
き
な
い
者
を
含
む
。）
ま
た
は
既
に
死
亡
し
て
い
る
個
人
ど
ち
ら
の
場
合
に

あ
っ
て
も
、
諮
問
庁
が
既
に
利
用
に
供
し
て
い
る
都
道
府
県
名
を
除
く
情
報
を
利
用
制

限
し
た
原
処
分
を
維
持
す
る
こ
と
が
妥
当
で
あ
る
。
」
と
の
判
断
を
示
し
た
。 

 

こ
の
よ
う
に
、
公
文
書
管
理
委
員
会
の
答
申
に
お
い
て
は
、
当
該
文
書
が
、
積
極
的

に
情
報
を
公
に
す
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
る
大
学
等
の
教
員
が
行
う
教
育
研
究
活
動
に
係

る
個
人
に
関
す
る
情
報
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
上
で
、
個
人
の
死
亡
を
当
該
個
人
の

情
報
を
利
用
に
供
す
る
際
の
一
つ
の
指
標
に
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
死
者
の
情
報
を
一

律
に
利
用
に
供
せ
る
と
判
断
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
情
報
の
中
味
を
精
査
し
、
当

該
個
人
や
そ
の
遺
族
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
を
個
別
に
判
断
す
べ
き
で
あ
る
と

い
う
考
え
方
を
示
し
て
い
る
。 
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第
三
節 

「
時
の
経
過
」
を
踏
ま
え
た
利
用
制
限
事
由
へ
の
該
当
性
の
判
断
～
「
家

族
、
親
族
又
は
婚
姻
」
に
関
す
る
情
報
を
事
例
と
し
て 

 

国
立
公
文
書
館
で
は
、
三
〇
年
を
経
過
し
た
個
人
情
報
を
含
む
文
書
に
利
用
請
求
が

あ
っ
た
場
合
に
は
、
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
を
参
照
し
つ
つ
、
利
用
に
供
す
る
か

否
か
を
個
別
に
判
断
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
が
、
審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
で
例
示

さ
れ
て
い
る
「
家
族
、
親
族
又
は
婚
姻
」
を
事
例
紹
介
し
、
考
察
を
加
え
た
い
。 

 

国
立
公
文
書
館
に
は
、
民
事
判
決
原
本
な
ど
、
離
婚
や
家
督
相
続
人
廃
除
等
に
関
す

る
訴
訟
の
よ
う
な
、
親
族
関
係
を
め
ぐ
る
争
い
に
つ
い
て
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
文

書
が
あ
る
一
方
で
、
特
定
の
個
人
の
親
族
の
情
報
（
氏
名
、
住
所
等
）
が
親
族
欄
に
単

に
記
載
さ
れ
て
い
る
と
い
っ
た
文
書
が
あ
る
な
ど
、
親
族
に
関
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る

多
様
な
文
書
が
数
多
く
存
在
す
る
。
こ
れ
ら
の
情
報
の
う
ち
で
、
ど
う
い
っ
た
情
報
を

公
に
す
る
と
、
当
該
個
人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
に
な
る
の
か
の

判
断
は
、
文
書
が
作
成
さ
れ
て
か
ら
の
経
過
年
数
や
当
該
個
人
が
職
務
遂
行
中
の
公
務

員
か
否
か
、
当
該
情
報
が
書
籍
等
に
よ
り
公
表
さ
れ
て
い
る
か
否
か
等
に
よ
り
異
な
る

も
の
の
、
判
断
に
困
難
を
伴
う
場
合
も
あ
る
。 

こ
こ
で
は
、
比
較
的
利
用
請
求
の
多
い
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
か
ら
移
管
さ
れ

た
留
守
名
簿
を
事
例
に
と
り
あ
げ
る
。
留
守
名
簿
は
、
そ
の
大
半
が
、
昭
和
一
九
年
（
一

九
四
四
年
）
一
一
月
三
〇
日
陸
軍
省
の
陸
亜
普
第
一
四
三
五
号
で
規
定
さ
れ
て
い
る
「
留

守
業
務
規
程
」
等
に
基
づ
い
て
作
成
さ
れ
て
い
る
文
書
で
あ
る
22

。
留
守
業
務
規
程
に

は
、
留
守
名
簿
を
以
下
の
と
お
り
規
定
し
て
い
る
。 

 第
四
条 

外
地
、
内
地
各
部
隊
ハ
留
守
名
簿
ヲ
調
製
シ
常
ニ
所
属
人
員
ノ
当
該
部

隊
編
入
年
月
日
、
前
所
属
及
其
ノ
編
入
年
月
日
、
本
籍
（
在
留
地
）
、
留
守
担
当
者

ノ
住
所
、
続
柄
、
氏
名
、
徴
集
（
任
官
）
、
役
種
、
兵
種
、
官
等
並
等
級
、
級
俸
（
雇

傭
人
ニ
在
リ
テ
ハ
其
ノ
種
類
及
月
給
額
）
及
其
ノ
号
令
年
月
日
、
氏
名
、
生
年
月

日
、
俸
給
給
料
等
留
守
宅
渡
ノ
有
無
、
補
修
年
月
日
ヲ
明
ナ
ラ
シ
ム
ル
モ
ノ
ト
ス
23 

 

前
述
の
と
お
り
留
守
名
簿
に
は
、
陸
軍
の
各
部
隊
の
所
属
人
員
（
以
下
「
所
属
人
員
」

と
い
う
。
）
及
び
そ
の
留
守
担
当
者
の
氏
名
や
住
所
等
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
留
守
業
務

規
程
の
附
表
第
一
の
「
調
製
上
ノ
注
意
」
の
「
四
」
に
は
、「
留
守
担
当
者
ハ
成
ル
ヘ
ク

留
守
宅
渡
受
領
者
ト
シ
概
ネ
左
ノ
順
位
ニ
記
載
ス
ル
モ
ノ
ト
ス 

妻
（
内
縁
ノ
妻
ニ
在

リ
テ
ハ
調
査
ノ
上
差
支
ナ
シ
ト
認
ム
ル
者
ニ
限
ル
）
子
、
夫
、
母
、
祖
父
、
祖
母
、
兄
、

弟
、
姉
、
妹｣

24

と
記
載
さ
れ
て
お
り
、
留
守
担
当
者
欄
に
は
、
基
本
的
に
親
族
を
記
載

す
る
も
の
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
留
守
担
当
者
に
は
内
縁
の
妻
の
記
載
も

条
件
付
き
で
認
め
ら
れ
て
い
る
。
留
守
名
簿
は
そ
の
名
の
と
お
り
「
名
簿
」
で
あ
り
、

親
族
の
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
、
氏
名
や
住
所
の
み
に
止
ま
り
、
親
族
関

係
に
関
す
る
詳
細
な
記
述
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
。 

こ
れ
ら
は
、
公
文
書
管
理
法
第
一
六
条
第
一
項
第
一
号
イ
の
「
個
人
に
関
す
る
情
報

で
あ
っ
て
、
当
該
情
報
に
含
ま
れ
る
氏
名
、
生
年
月
日
そ
の
他
の
記
述
等
に
よ
り
特
定

の
個
人
を
識
別
す
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
」
と
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ
て
、
留
守
名

簿
が
現
用
文
書
で
あ
っ
た
と
き
に
は
、
慣
行
と
し
て
公
と
さ
れ
て
い
る
情
報
、
表
題
、

様
式
を
除
き
不
開
示
が
適
当
と
の
、
情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
答
申
が
出

さ
れ
て
い
た
25

。
で
は
、「
時
の
経
過
」
を
考
慮
し
た
場
合
、
こ
れ
ら
を
い
つ
の
時
点
で

公
開
す
る
こ
と
が
適
当
と
考
え
ら
れ
る
の
か
。 

 

留
守
名
簿
の
多
く
が
作
成
か
ら
五
〇
年
以
上
経
過
し
て
お
り
、
記
載
さ
れ
て
い
る
住

所
等
が
現
存
し
な
い
場
合
や
、
記
載
さ
れ
て
い
る
所
属
人
員
や
留
守
担
当
者
が
す
で
に

か
な
り
の
高
齢
で
あ
る
か
、
若
し
く
は
死
亡
し
て
い
る
場
合
も
多
い
と
推
定
さ
れ
る
。

留
守
名
簿
は
、
前
述
の
と
お
り
特
定
の
個
人
が
ど
の
部
隊
に
所
属
し
、
ど
う
い
っ
た
留

守
担
当
者
が
い
る
か
と
い
う
こ
と
を
簡
易
に
記
載
し
て
い
る
名
簿
で
あ
っ
て
、
個
人
の
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私
的
な
生
活
が
詳
細
に
記
載
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
も
の
で
は
な
い
。
留
守
名
簿
に
記
載

さ
れ
て
い
る
情
報
と
同
種
の
情
報
が
、
他
館
に
よ
っ
て
す
で
に
一
般
の
利
用
に
供
さ
れ

て
い
る
と
い
っ
た
例
も
見
受
け
ら
れ
る
。
例
え
ば
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公
文
書
館
に

お
い
て
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
に
ふ
虜
に
な
っ
た
日
本
人
の
生
年
月
日
、
住
所
、
信

仰
、
親
族
を
特
定
す
る
情
報
等
が
掲
載
さ
れ
た
名
簿
（
英
文
）
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上

に
公
開
さ
れ
て
い
る
26

。 

 

以
上
の
こ
と
か
ら
、
留
守
名
簿
は
現
時
点
に
お
い
て
公
に
し
た
と
し
て
も
、
個
人
の

権
利
利
益
を
害
す
る
可
能
性
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。
他
方
で
、
留
守
名
簿

に
は
留
守
担
当
者
と
の
内
縁
関
係
に
つ
い
て
も
場
合
に
よ
っ
て
は
記
載
さ
れ
て
い
る
な

ど
、
一
般
に
他
人
に
知
ら
れ
た
く
な
い
と
望
む
こ
と
が
正
当
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
る
情

報
や
、
犯
罪
歴
や
疾
病
等
に
関
す
る
情
報
も
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
実
際
に

利
用
請
求
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
一
律
に
利
用
に
供
す
る
と
い
っ
た
対
応
で
は
な
く
、

そ
の
具
体
的
な
記
載
内
容
を
精
査
し
、
利
用
に
供
す
る
こ
と
の
可
否
を
慎
重
に
判
断
す

る
こ
と
に
な
る
。 

 

以
上
の
よ
う
に
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
の
審
査
に
あ
た
っ
て
は
、
当
該
文
書
作
成
の

根
拠
と
な
る
規
程
、
時
代
背
景
を
踏
ま
え
、
当
該
文
書
の
内
容
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、

他
機
関
に
お
け
る
公
表
状
況
を
調
査
す
る
な
ど
し
、
機
械
的
に
審
査
す
る
の
で
は
な
く

個
別
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
。 

 

こ
の
よ
う
な
方
針
は
、
個
人
情
報
の
利
用
と
保
護
を
適
切
に
行
う
上
で
重
要
で
あ
る

と
思
わ
れ
る
が
、
一
方
で
、
特
に
慎
重
な
判
断
を
要
す
る
こ
と
も
多
く
、
審
査
期
間
の

長
期
化
を
生
む
要
因
と
も
な
り
え
る
。 

  
む
す
び
に
か
え
て 

 

以
上
の
よ
う
に
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
記
載
さ
れ
て
い
る
個
人
情
報
を
利
用
制
限

す
る
か
否
か
の
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
判
断
は
、
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
審
査
基

準
に
よ
り
な
が
ら
、
利
用
請
求
ご
と
に
慎
重
に
個
別
に
判
断
し
て
い
る
。 

ま
た
、「
時
の
経
過
」
を
単
に
年
月
の
経
過
期
間
の
長
短
に
限
定
し
て
解
釈
す
る
の
で

は
な
く
、
社
会
情
勢
の
変
化
、
す
な
わ
ち
当
該
情
報
に
係
る
状
況
や
当
該
情
報
に
対
す

る
社
会
通
念
等
の
変
化
も
踏
ま
え
て
解
釈
す
べ
き
で
あ
り
、
利
用
制
限
事
由
へ
の
該
当

性
は
、
時
に
関
す
る
長
期
的
な
視
点
以
外
に
も
、
変
化
す
る
場
合
が
あ
る
こ
と
を
考
慮

す
る
必
要
が
あ
る
。
最
後
に
こ
う
し
た
個
人
情
報
の
保
護
に
つ
い
て
最
近
の
事
例
等
を

い
く
つ
か
示
し
な
が
ら
、
本
稿
の
む
す
び
に
か
え
た
い
。 

情
報
公
開
・
個
人
情
報
保
護
審
査
会
の
答
申
に
、
新
聞
で
実
名
報
道
さ
れ
た
行
政
機

関
職
員
の
懲
戒
処
分
に
つ
い
て
、
当
該
報
道
か
ら
一
年
以
上
経
過
後
に
開
示
請
求
が

あ
っ
た
事
例
が
あ
る
。
当
該
答
申
に
お
い
て
は
、
当
時
実
名
で
新
聞
報
道
さ
れ
た
と
し

て
も
、
当
該
新
聞
報
道
の
時
点
か
ら
時
間
が
経
過
す
る
に
従
い
、
こ
の
こ
と
に
対
す
る

社
会
的
影
響
及
び
社
会
一
般
の
関
心
や
記
憶
は
薄
れ
て
い
き
、
新
聞
社
名
や
報
道
年
月

日
が
特
定
さ
れ
な
い
限
り
次
第
に
公
衆
が
知
り
得
る
状
態
に
置
か
れ
て
い
る
と
は
言
え

な
く
な
っ
て
い
る
こ
と
、
当
該
新
聞
記
事
の
内
容
は
処
分
を
行
っ
た
行
政
機
関
が
公
表

し
た
も
の
で
は
な
い
こ
と（
当
該
行
政
機
関
は
、「
懲
戒
処
分
の
公
表
指
針
に
つ
い
て
（
通

知
）
」
に
基
づ
き
懲
戒
処
分
を
行
っ
た
後
に
そ
の
原
因
と
な
っ
た
非
違
行
為
に
つ
い
て
は

公
表
し
て
い
る
が
、
当
該
非
違
行
為
が
行
わ
れ
た
段
階
で
は
、
そ
の
非
違
行
為
の
事
実

関
係
等
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
こ
と
か
ら
公
表
す
る
こ
と
は
し
て
い
な
い
）
か
ら
そ

の
報
道
内
容
が
法
令
の
規
定
に
よ
り
又
は
慣
行
と
し
て
公
に
さ
れ
、
又
は
公
に
す
る
こ

と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
情
報
に
該
当
す
る
と
い
う
こ
と
は
で
き
ず
、
行
政
機
関
情
報
公

開
法
第
五
条
第
一
号
た
だ
し
書
イ
に
該
当
す
る
と
は
認
め
ら
れ
な
い
と
判
断
し
て
い
る
27

。 
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な
お
、
同
様
の
例
は
犯
罪
事
件
等
の
被
疑
者
（
被
告
人
）
の
情
報
に
も
あ
て
は
ま
る

が
、
「
国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
に
お
け
る
情
報
公
開
法
審
査
基
準
」
に
は
、
「
犯
罪

事
件
等
で
被
疑
者
（
被
告
人
）
や
被
害
者
の
個
人
情
報
が
広
報
・
報
道
さ
れ
て
い
る
場

合
」、
「
慣
行
と
し
て
公
に
さ
れ
、
又
は
公
に
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
を
除

き
、
氏
名
等
を
部
分
的
に
不
開
示
と
し
、
個
人
が
特
定
で
き
な
い
形
で
開
示
す
る
」
と

し
て
お
り
、「
慣
行
と
し
て
公
に
さ
れ
、
又
は
公
に
す
る
こ
と
が
予
定
さ
れ
て
い
る
場
合
」

と
は
、「
警
察
白
書
等
警
察
が
発
行
す
る
公
刊
物
等
に
お
い
て
被
疑
者
の
氏
名
等
を
記
載

し
て
い
る
場
合
」
、
「
被
疑
者
（
被
告
人
）
の
氏
名
等
を
冠
し
て
事
件
名
が
呼
称
さ
れ
る

こ
と
が
通
例
で
あ
る
場
合
」、
「
開
示
請
求
か
ら
開
示
決
定
ま
で
の
間
に
お
い
て
、
マ
ス

コ
ミ
に
お
い
て
頻
繁
に
被
疑
者
（
被
告
人
）
が
特
定
さ
れ
る
内
容
の
報
道
が
さ
れ
て
い

る
場
合
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
と
記
載
さ
れ
て
い
る
28

。 

ま
た
、
近
年
、
膨
大
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
が
収
集
・
分
析
さ
れ
る
ビ
ッ
グ
デ
ー
タ

時
代
が
到
来
し
、
個
人
情
報
の
大
量
流
出
事
件
等
に
よ
り
、
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
つ

い
て
の
国
民
の
懸
念
が
増
大
し
て
い
る
29

。
そ
の
た
め
、「
情
報
通
信
技
術
の
発
展
や
事

業
活
動
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
等
の
急
速
な
環
境
変
化
に
よ
り
、
個
人
情
報
保
護
法
が
制
定

さ
れ
た
当
初
は
想
定
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
な
パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
の
利
活
用
が
可
能
と

な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
『
定
義
の
明
確
化
』
『
個
人
情
報
の
適
正
な
活
用
・
流
通
の
確

保
』
『
グ
ロ
ー
バ
ル
化
へ
の
対
応
』
等
を
目
的
と
し
て｣

30

平
成
二
七
年
九
月
に
改
正
個

人
情
報
保
護
法
が
公
布
さ
れ
た
。 

さ
ら
に
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
の
個
人
情
報
に
つ
い
て
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
事
業
者
に

対
し
て
、
検
索
結
果
か
ら
の
削
除
を
求
め
る
等
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
め
ぐ
る
議
論

が
グ
ロ
ー
バ
ル
な
規
模
で
行
わ
れ
て
い
る
31

。
た
だ
し
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
関
す

る
議
論
は
、
個
人
情
報
の
削
除
を
め
ぐ
る
も
の
や
、
検
索
エ
ン
ジ
ン
の
検
索
結
果
の
削

除
を
求
め
る
も
の
な
ど
が
あ
り
、
そ
も
そ
も
「『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
と
は
何
か
に
つ
い

て
合
意
が
で
き
て
い
る
わ
け
で
は
な
い｣

32

が
、
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
の
議
論
に
大
き

な
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
る
の
が
、
平
成
二
八
年
四
月
一
四
日
に
欧
州
議
会
に
よ
り
最
終

承
認
さ
れ
た
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
で
あ
る
。
同
規
則
の
第
二
条
で
は
、
本
規
則

の
「
実
体
的
範
囲
」
と
し
て
「
本
規
則
は
全
部
又
は
一
部
が
自
動
的
な
手
段
に
よ
る
個

人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
適
用
さ
れ
る
。
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
で
あ
る
、
又

は
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
シ
ス
テ
ム
の
一
部
に
す
る
こ
と
が
意
図
さ
れ
た
個
人
デ
ー
タ
の
自
動

的
な
手
段
以
外
の
取
扱
い
に
も
適
用
さ
れ
る｣

33

と
し
て
い
る
。
そ
の
上
で
第
一
七
条
に

お
い
て
「
消
去
権
（「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」）
」
を
規
定
し
、
管
理
者
（
個
人
デ
ー
タ
処
理

の
目
的
と
手
段
を
決
め
る
自
然
人
、
法
人
、
組
織
等
）
に
対
し
て
、
個
人
デ
ー
タ
の
消

去
を
求
め
る
権
利
が
あ
り
、
そ
し
て
、
管
理
者
は
、
当
該
個
人
デ
ー
タ
が
収
集
さ
れ
た

目
的
と
無
関
係
に
な
っ
た
場
合
な
ど
一
定
の
場
合
に
は
、
個
人
デ
ー
タ
を
消
去
す
る
義

務
を
負
う｣

34

と
し
て
い
る
。 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
界
で
も
、
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
に
つ
い
て
、
「
見
解
が
統
一
さ
れ
た

わ
け
で
は
な
い｣

35

が
、
平
成
二
六
年
一
一
月
の
国
際
公
文
書
館
会
議
の
専
門
プ
ロ
グ
ラ

ム
の
基
調
講
演
に
お
い
て
、
ベ
ル
ギ
ー
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
委
員
会
委
員
長
は
、
当
時
は

検
討
段
階
で
あ
っ
た
前
述
の
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
に
つ
い
て
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー

を
重
視
し
す
ぎ
て
い
る
と
懸
念
を
示
し
、「
個
人
の
不
利
益
情
報
を
削
除
す
る
の
で
は
な

く
、
ア
ー
カ
イ
ビ
ン
グ
す
る
と
い
う
選
択
肢
は
な
か
っ
た
の
か
」
と
疑
問
を
投
げ
か
け

て
い
る
36

。 

ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
界
と
比
較
さ
れ
る
こ
と
の
多
い
図
書
館
の
世
界
に
お
い
て
、
例
え
ば

国
際
図
書
館
連
盟
（IFL

A

）
は
、
平
成
二
八
年
二
月
二
五
日
に
「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
に

関
す
る
声
明
」
を
公
表
し
た
。
声
明
で
は
、
「『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
は
検
索
エ
ン
ジ
ン

業
者(
あ
る
い
は
他
の
デ
ー
タ
提
供
者)

に
対
し
て
、
個
人
が
自
分
自
身
に
つ
い
て
の
情

報
へ
の
リ
ン
ク
を
検
索
結
果
か
ら
除
外
す
る
よ
う
に
要
求
す
る
手
段
に
言
及
す
る
も

の
」
と
し
、「『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
に
つ
い
て
の
裁
判
所
の
決
定
や
法
制
化
の
目
的
は
、

個
人
が
す
で
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
に
あ
る
そ
の
人
自
身
に
つ
い
て
の
情
報
検
索
・
入
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手
の
困
難
化
を
認
め
る
こ
と
に
あ
る
」
と
し
た
上
で
、
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
の
意
図

は
、
一
般
的
に
情
報
を
破
棄
し
な
い
、
あ
る
い
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
獲
得
で

き
る
と
こ
ろ
か
ら
除
外
し
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
、
そ
れ
は
公
表
さ
れ
た
情
報
を
見
つ
け

る
の
に
さ
ら
に
困
難
に
す
る
と
こ
ろ
に
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
に
は
、
場
合
に
よ
っ
て

は
情
報
を
除
外
し
て
い
る
よ
う
な
影
響
が
お
こ
っ
て
い
る
」
37

と
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」

が
リ
ン
ク
の
検
索
結
果
か
ら
の
除
外
を
超
え
て
、
情
報
源
の
削
除
に
向
か
い
か
ね
な
い

こ
と
を
問
題
視
し
て
い
る
。
そ
し
て
、
国
際
図
書
館
連
盟
は
、「
公
共
の
利
益
に
反
し
な

い
限
り
、
生
存
す
る
個
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
保
護
す
る
こ
と
を
認
め
る
が
、
こ
れ
ら

の
情
報
に
つ
い
て
永
久
に
非
公
開
と
す
る
こ
と
、
又
は
、
記
録
を
破
壊
す
る
こ
と
は
支

持
で
き
な
い
」
と
表
明
し
て
い
る
38

。 

「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
め
ぐ
る
こ
れ
ら
の
動
き
は
、
一
義
的
に
は
個
人
デ
ー
タ
や

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
お
け
る
検
索
結
果
を
焦
点
に
行
わ
れ
て
お
り
、
紙
文
書
が
そ
の
大

半
を
占
め
る
国
立
公
文
書
館
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
、
今
す
ぐ
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
わ
け
で
は
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、「
忘
れ
ら
れ
る
権
利
」
を
め
ぐ
っ
て
、
個
人
情

報
の
適
切
な
保
護
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
、
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
界
を
含
む
各
分
野
業

界
で
ま
さ
に
検
討
が
行
わ
れ
て
い
る
最
中
で
あ
り
、
こ
れ
ら
の
動
き
を
慎
重
に
見
極
め

て
い
く
べ
き
で
あ
ろ
う
。 

公
文
書
管
理
委
員
会
の
委
員
で
あ
る
宇
賀
克
也
氏
は
、
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
に
つ

い
て
―
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
削
除
義
務
に
焦
点
を
当
て
て
」
と
題
す
る
論
稿
の
中

で
、「
公
文
書
館
等
に
移
管
さ
れ
た
歴
史
公
文
書
等
に
含
ま
れ
る
個
人
情
報
の
場
合
に
は
、

『
時
の
経
過
』
は
、
非
歴
史
公
文
書
等
の
場
合
と
は
逆
に
、
個
人
情
報
と
し
て
の
要
保

護
性
を
減
少
さ
せ
る
点
は
、
今
後
も
変
わ
ら
な
い
と
考
え
る｣

39

と
述
べ
て
い
る
。 

国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
は
そ
も
そ
も
、
個
人
情
報
を
保
護
す
る
た
め
に
当
該
個
人

情
報
を
原
本
か
ら
削
除
す
る
こ
と
は
し
な
い
が
、
本
稿
で
こ
れ
ま
で
み
た
と
お
り
、
個

人
の
権
利
利
益
を
害
す
る
お
そ
れ
が
認
め
ら
れ
る
場
合
は
、
当
該
個
人
の
権
利
利
益
を

害
す
る
お
そ
れ
の
あ
る
情
報
を
、
利
用
制
限
し
て
い
る
。
ま
た
、
審
査
基
準
に
も
、「
個

人
、
法
人
等
の
権
利
利
益
や
公
共
の
利
益
を
保
護
す
る
必
要
性
は
、
時
の
経
過
や
そ
れ

に
伴
う
社
会
情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
失
わ
れ
る
こ
と
も
あ
り
得
る
」
と
記
載
し
て
お
り
、

「
時
の
経
過
」
が
個
人
情
報
の
要
保
護
性
を
減
少
さ
せ
る
こ
と
を
踏
ま
え
た
も
の
と

な
っ
て
い
る
。 

し
か
し
な
が
ら
、
国
立
公
文
書
館
が
行
政
機
関
か
ら
受
け
入
れ
た
特
定
歴
史
公
文
書

等
の
中
に
は
、
当
該
行
政
機
関
が
特
定
の
業
務
に
関
係
す
る
日
記
や
手
紙
等
（
遺
書
も

あ
り
）
の
私
文
書
を
個
人
な
ど
か
ら
取
得
し
て
公
文
書
と
し
た
も
の
が
存
在
す
る
。
こ

の
よ
う
な
文
書
の
作
成
者
は
作
成
当
時
、
こ
れ
ら
の
文
書
を
行
政
機
関
に
提
出
す
る
こ

と
を
想
定
し
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
、
ま
た
当
該
行
政
機
関
に
取
得
さ
れ
る
こ
と
と

な
っ
た
時
点
に
お
い
て
も
、
そ
れ
以
後
、
特
定
歴
史
公
文
書
等
と
し
て
利
用
請
求
の
対

象
と
な
る
こ
と
は
想
定
し
え
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
た
め
、
利
用
請
求
が
あ
っ

た
場
合
に
は
、「
要
保
護
性
」
の
有
無
を
、
行
政
機
関
が
作
成
し
た
一
般
的
な
文
書
よ
り

慎
重
に
判
断
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
国
立
公
文
書
館
に
お
い
て
こ
れ
ら
の

文
書
を
審
査
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
通
常
の
特
定
歴
史
公
文
書
等
以
上
に
、
記
載
内
容
、

時
代
背
景
の
確
認
、
刊
行
物
の
調
査
、
他
で
利
用
に
供
し
て
い
る
史
料
の
確
認
な
ど
を

行
い
、
機
械
的
に
判
断
す
る
の
で
は
な
く
、
慎
重
に
審
査
し
た
上
で
、
か
つ
で
き
る
だ

け
多
く
の
情
報
を
利
用
に
供
す
る
よ
う
に
努
め
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。 

 

 

 
1 
な
お
、
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
Ｃ
―
２
「
利
用
請
求
の
取
扱
い
」
の
《
留
意
事
項
》
〈
利
用
制
限
事

由
該
当
性
の
審
査
〉
に
は
、
「
利
用
請
求
が
あ
っ
た
特
定
歴
史
公
文
書
等
に
つ
い
て
は
、
法

第
一
六
条
第
一
項
に
規
定
す
る
利
用
制
限
事
由
が
あ
る
場
合
を
除
き
、
利
用
に
供
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」
と
書
か
れ
て
い
る
。 

2 

内
閣
府
大
臣
官
房
公
文
書
管
理
課
『
平
成
二
六
年
度
に
お
け
る
公
文
書
等
の
管
理
等
の
状
況
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に
つ
い
て
（
行
政
文
書
の
管
理
の
状
況
）（
法
人
文
書
の
管
理
の
状
況
）（
特
定
歴
史
公
文
書

等
の
保
存
及
び
利
用
の
状
況
）
』（
平
成
二
八
年
二
月
）
九
四
頁 
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覧
：
平
成
二
九
年
一
月
二
七
日
） 

3 

原
則
に
対
す
る
特
例
と
し
て
、
本
人
情
報
の
取
扱
い
（
第
一
七
条
記
録
さ
れ
た
個
人
情
報
が

利
用
請
求
者
本
人
の
も
の
で
あ
っ
た
場
合
）
及
び
移
管
元
行
政
機
関
等
に
よ
る
利
用
（
第
二

四
条
移
管
元
機
関
の
所
掌
事
務
又
は
業
務
を
遂
行
す
る
た
め
に
必
要
で
あ
る
場
合
）
が
法
定

さ
れ
て
い
る
。 

4 

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
当
該
記
述
は
、
そ
の
ま
ま
独
立
行
政
法
人
国
立
公
文
書
館
利
用
等
規
則
第

一
二
条
第
三
項
の
規
定
（
「
館
は
、
前
項
に
お
い
て
時
の
経
過
を
考
慮
す
る
に
当
た
っ
て
は
、

利
用
制
限
は
原
則
と
し
て
作
成
又
は
取
得
さ
れ
て
か
ら
三
〇
年
を
超
え
な
い
も
の
と
す
る

考
え
方
を
踏
ま
え
る
も
の
と
す
る
」
）
と
な
っ
て
い
る
。 

5 

小
原
由
美
子
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
三
〇
年
原
則
制
定
の
背
景
」（
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
四
四
号 

二
〇

一
一
年
六
月
）
五
八-

五
九
頁 
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6 

公
文
書
管
理
法
で
は
、
文
書
を
閲
覧
又
は
写
し
の
交
付
に
供
す
る
こ
と
を
「
利
用
」
に
供
す

る
と
呼
称
し
て
い
る
。
公
文
書
管
理
法
に
基
づ
く
運
用
と
比
較
検
討
す
る
た
め
、
以
下
で
は

「
公
開
」「
非
公
開
」
と
い
う
用
語
は
使
用
せ
ず
、「
利
用
」
又
は
「
利
用
制
限
」
と
い
う
呼

び
方
に
統
一
し
て
記
述
す
る
こ
と
と
す
る
。 

7 

「
ア
ク
セ
ス
の
自
由
化
に
関
す
る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
報
告
」
に
よ
れ
ば
、
一
九

六
八
年
当
時
の
ド
イ
ツ
（
西
ド
イ
ツ
）
、
ア
メ
リ
カ
、
フ
ラ
ン
ス
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
、
イ
タ
リ

ア
、
マ
レ
ー
シ
ア
、
オ
ラ
ン
ダ
、
イ
ギ
リ
ス
、
ス
イ
ス
の
計
九
カ
国
の
一
般
的
な
制
限
期
間

を
取
り
上
げ
、
結
論
と
し
て
、
各
国
に
よ
っ
て
公
開
規
則
が
異
な
る
た
め
、
い
く
つ
か
の
制

限
は
維
持
す
る
必
要
が
あ
る
が
、
公
開
制
限
期
間
に
つ
い
て
、
行
政
機
関
に
お
け
る
公
文
書

の
大
部
分
は
、
一
部
の
例
外
を
除
き
一
般
的
な
制
限
期
間
を
三
〇
年
と
す
る
こ
と
が
最
も
現

実
的
で
あ
る
。
実
際
、
特
殊
な
例
を
除
き
三
〇
年
を
経
過
し
た
文
書
は
、
作
成
当
時
の
有
用

性
や
機
密
性
を
失
う
。
つ
ま
り
、
そ
れ
ら
の
文
書
は
公
文
書
館
へ
の
移
管
が
可
能
と
な
る(

特

定
の
資
料
群
や
シ
リ
ー
ズ
は
、
さ
ら
に
二
〇
年
ま
た
は
そ
れ
以
上
の
期
間
非
公
開
に
し
て
お

く
こ
と
も
可
能)

。
制
限
期
間
を
五
〇
年
で
は
な
く
三
〇
年
と
す
る
主
な
利
点
と
し
て
は
、

一
部
の
資
料
群
等
が
早
期
に
公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
心
理
的
側
面
が
挙
げ
ら
れ
、

行
政
機
関
が
公
開
可
否
を
判
断
す
る
際
の
負
担
も
軽
減
さ
れ
る
と
し
て
い
る
（Ch
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9 

小
原
由
美
子
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
三
〇
年
原
則
制
定
の
背
景
」
（
前
掲
）
五
八
頁 

10 

「
国
立
公
文
書
館
ヒ
ア
リ
ン
グ
資
料
（
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
「
時
の
経
過
」
の
運
用
に

つ
い
て
）」（
閣
議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム 

作
業
チ
ー
ム
（
第
一
回
）
配

布
資
料 

資
料
九
） 
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な
お
、
こ
の
チ
ー
ム
は
、
閣
議
、
閣
僚
懇
談
会
及
び
閣
僚
会
議
の
議
事
録
等
の
作
成
及
び
一

定
期
間
経
過
後
に
公
開
す
る
制
度
に
つ
い
て
検
討
を
行
う
た
め
、
副
総
理
兼
内
閣
府
特
命
担

当
大
臣
（
公
文
書
管
理
担
当
）
及
び
内
閣
官
房
長
官
を
共
同
座
長
と
し
て
開
催
さ
れ
た
（
「
閣

議
議
事
録
等
作
成
・
公
開
制
度
検
討
チ
ー
ム
の
開
催
に
つ
い
て
」
平
成
二
四
年
七
月
六
日
内

閣
総
理
大
臣
決
裁
） 
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覧
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成
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日
） 

11 

宇
賀
克
也
編
『
諸
外
国
の
情
報
公
開
法
』
（
財
団
法
人
行
政
管
理
研
究
セ
ン
タ
ー 

二
〇
〇

五
年
）
一
七
四
、
一
八
二
頁 

12 

イ
ギ
リ
ス
に
関
し
て
は
、
「
国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
『
時
の
経
過
』
の
運
用
に
つ
い
て
」

（
前
掲
）
及
び
拙
稿
「
イ
ギ
リ
ス
国
立
公
文
書
館
視
察
報
告
」（
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
』
第
五
五

号 

二
〇
一
五
年
二
月
） 
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d
s
/
2
0
1

5
/
0
3
/
a
c
v
_
5
5
_
p
1
0
.
p
d
f

（
閲
覧
：
平
成
二
九
年
一
月
二
七
日
）
を
参
照
。
ま
た
、
本
稿
に

お
け
る
情
報
自
由
法
の
条
文
の
和
約
は
田
中
嘉
彦
「
英
国
に
お
け
る
情
報
公
開
―
二
〇
〇
〇

年
情
報
自
由
法
の
制
定
と
そ
の
意
義
―
」
（
『
外
国
の
立
法
』
二
一
六
、
二
〇
〇
三
年
五
月
） 

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
d
i
e
t
/
p
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
/
l
e
g
i
s
/
2
1
6
/
2
1
6
0
1
.
p
d
f

（
閲
覧
：
平
成

二
九
年
一
月
二
七
日
）
を
参
考
に
し
た
が
、
一
部
表
現
を
変
更
し
た
箇
所
が
あ
る
。 

13 
佐
藤
毅
彦
・
福
井
千
衣
「
フ
ラ
ン
ス
の
文
書
保
存
法
制
と
地
方
図
書
館
―
文
化
遺
産
法
典
へ

の
編
入
と
そ
の
経
緯
」
（
『
外
国
の
立
法
』
二
三
二 

二
〇
〇
七
年
六
月
）
四
六
頁 

 
h
t
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p
:
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/
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w
w
.
n
d
l
.
g
o
.
j
p
/
d
i
e
t
/
p
u
b
l
i
c
a
t
i
o
n
/
l
e
g
i
s
/
2
3
2
/
0
2
3
2
0
2
.
p
d
f
 

閲
覧
：
平
成

二
九
年
一
月
二
七
日
） 

14 

永
野
晴
康
「
フ
ラ
ン
ス
文
書
保
存
制
度
の
諸
相
―
二
〇
〇
八
年
法
律
に
よ
る
公
文
書
保
護
制



 

 

 
 
 

『
北
の
丸
』
第
49
号 

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
利
用
審
査
に
つ
い
て 

八
七 

度
を
中
心
に
―
」（『
城
西
情
報
科
学
研
究
』
第
二
〇
巻
第
一
号 

二
〇
一
〇
年
三
月
）
二
五
頁 

 
h
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p
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/
/
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r
.
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.
a
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/
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J
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S
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f
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-
2
0
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3
.
p
d
f

（
閲
覧
：
平
成
二
九
年
一
月
二
七
日
） 

15 

二
〇
一
五
年
度
一
二
月
二
四
日
開
催 

公
文
書
管
理
委
員
会
（
第
四
七
回
）
配
布
資
料 

資

料
一
「
不
服
審
査
分
科
会
に
お
け
る
審
査
プ
ロ
セ
ス
、
こ
れ
ま
で
の
議
論
の
整
理
」
委
員
会

資
料
の
出
典
は
前
掲
の
永
野
晴
康
「
フ
ラ
ン
ス
文
書
保
存
制
度
の
諸
相
―
二
〇
〇
八
年
法
律

に
よ
る
公
文
書
保
護
制
度
を
中
心
に
―
」
（
前
掲
）
二
五-

二
八
頁 

 
h
t
t
p
:
/
/
w
w
w
8
.
c
a
o
.
g
o
.
j
p
/
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k
a
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/
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2
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1
5
/
2
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1
5
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2
2
4
/
2
0
1
5
1
2
2
4
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i
f
u
1
.
p
d
f

（
閲
覧
平
成
二
八
年
一
〇
月
五
日
） 

16 

永
野
晴
康
「
フ
ラ
ン
ス
文
書
保
存
制
度
の
諸
相
―
二
〇
〇
八
年
法
律
に
よ
る
公
文
書
保
護
制

度
を
中
心
に
―
」
（
前
掲
）
二
六
頁 

17 

審
査
基
準 

２
．
②
イ 

18 

同
右 

19 

審
査
基
準
の
（
別
添
参
考
）
の
一
定
期
間
（
目
安
）
を
公
開
可
能
な
上
限
の
年
限
と
と
ら
え
、

文
書
に
記
載
さ
れ
て
い
る
情
報
を
（
別
添
参
考
）
に
ど
の
よ
う
に
あ
て
は
め
、
何
年
ま
で
利

用
制
限
し
て
い
る
の
か
、
と
い
っ
た
照
会
を
他
機
関
か
ら
受
け
る
こ
と
が
あ
る
。
し
か
し
、

（
別
添
参
考
）
は
あ
く
ま
で
も
参
考
で
あ
り
、（
別
添
参
考
）
に
あ
て
は
ま
る
可
能
性
の
あ

る
情
報
で
あ
っ
て
も
、
一
定
の
期
間
（
目
安
）
を
超
え
て
利
用
制
限
す
る
場
合
も
あ
れ
ば
、

一
定
の
期
間
経
過
前
に
公
開
す
る
こ
と
も
あ
る
。
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
年
限
は
、
公

開
す
る
こ
と
を
許
さ
れ
る
年
限
で
な
い
こ
と
は
特
に
強
調
し
て
お
き
た
い
。 

20 

田
中
駒
子
「
公
文
書
管
理
法
の
施
行
と
国
立
公
文
書
館
の
取
組
」（
『
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
四
一

九 

二
〇
一
一
年
四
月
）
六
〇
頁 

21 

「
日
本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
四
五
．
八
～
昭
和
六
〇
．
四
）」
の
一
部
利
用
決
定
に
関
す

る
件
、
「
日
本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
六
一
．
一
）」
の
一
部
利
用
決
定
に
関
す
る
件
、
「
日

本
経
済
短
期
大
学
（
昭
和
六
一
．
一
）」
の
一
部
利
用
決
定
に
関
す
る
件
、「
日
本
経
済
短
期

大
学
（
昭
和
六
一
．
一
一
）
」
の
一
部
利
用
決
定
に
関
す
る
件
（
平
成
二
六
年
度
答
申
第
一

号
、
同
第
二
号
、
同
第
三
号
及
び
同
第
四
号
） 
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（
閲
覧
：
平
成
二
八
年
九
月
七
日
） 

22 

近
藤
貴
明
「
ア
ジ
ア
太
平
洋
戦
争
期
に
お
け
る
陸
軍
工
員
の
人
事
記
録
―
工
員
名
簿
、
工
員

手
、
共
済
組
員
原
票
、
留
守
名
簿
の
制
度
的
概
略
と
戦
後
の
残
存
状
況
」（
『
大
原
社
会
問
題

研
究
所
雑
誌
』
六
三
八
号 

二
〇
一
一
年
）
二
四
頁 
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p
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r
e
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o
.
l
i
b
.
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s
e
i
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.
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平
成
二
九
年
一
月
二
七
日
） 

23 
J
A
C
A
R
 R
e
f
.
A
O
3
01
0
2
2
5
1
0
0

、
公
文
類
聚
・
第
六
十
九
編
・
昭
和
二
十
年
・
第
十
四
巻
・
官

職
八
・
官
制
八
（
陸
軍
省
・
第
一
復
員
省
）（
国
立
公
文
書
館
）（
第
二
一
画
像
目
） 

24 

同
右
（
第
三
二
画
像
目
） 

25 

「
留
守
名
簿
の
不
開
示
決
定
に
関
す
る
件
」
（
平
成
二
七
年
度
（
行
情
）
答
申
第
三
号
） 

 
h
t
t
p
:
/
/
k
o
u
k
a
i
-
h
o
g
o
-
d
b
.
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u
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.
g
o
.
j
p
/
r
e
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o
r
t
B
o
d
y
/
9
5
8
1

（
閲
覧
：
平
成
二
八
年
九

月
七
日
） 

26 

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
国
立
公
文
書
館
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（h

t
t
p
:
/
/
w
w
w
.
n
a
a
.
g
o
v
.
a
u
/

）
の
資

料
検
索
画
面
（h

t
t
p
:
/
/
r
e
c
o
r
d
s
e
a
r
c
h
.
n
a
a
.
g
o
v
.
a
u
/

）A
d
v
a
n
c
e
d
 
S
e
a
r
c
h
 
-
 
S
e
r
i
e
s

内
のS

e
r
i
e
s
 n
u
m
b
e
r

に
、
例
え
ば
「M

P
1
1
0
3
/
2

」
と
入
力
し
て
検
索
す
る
と
ふ
虜
の
文
書

が
ヒ
ッ
ト
す
る
。 

27 

「
特
定
期
間
に
大
阪
国
税
局
長
が
職
員
に
対
し
て
行
っ
た
懲
戒
処
分
に
係
る
処
分
説
明
書

等
の
一
部
開
示
決
定
に
関
す
る
件
」
（
平
成
二
四
年
度
（
行
情
）
答
申
第
三
六
四
号
） 

 
h
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閲
覧
：
平
成
二
八
年
一

〇
月
一
七
日
） 

28 

「
国
家
公
安
委
員
会
・
警
察
庁
に
お
け
る
情
報
公
開
法
審
査
基
準
」
（
国
家
公
安
委
員
会
・

警
察
庁 

平
成
一
八
年
三
月
）
七
頁 
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覧
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平
成
二
八
年
一
〇
月

一
三
日
） 
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内
閣
官
房 

Ｉ
Ｔ
総
合
戦
略
室 

パ
ー
ソ
ナ
ル
デ
ー
タ
関
連
制
度
担
当
室
「
個
人
情
報
の
保

護
に
関
す
る
法
律
及
び
行
政
手
続
に
お
け
る
特
定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の
番
号
の
利

用
等
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
案
〈
概
要
（
個
人
情
報
保
護
法
改
正
部
分
）
〉」

平
成
二
七
年
四
月
）
一
頁 
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/
/
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w
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平
成
二
八
年
一
〇
月
三
日
） 

30 
個
人
情
報
保
護
委
員
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
個
人
情
報
保
護
法
と
は
」 

 
h
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p
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/
w
w
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p
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.
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/
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e
r
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o
n
a
l
/
g
e
n
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r
a
l
/

（
閲
覧
：
平
成
二
八
年
一
〇
月
三
日
） 

31 

今
岡
直
子
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
を
め
ぐ
る
動
向
」
（
『
調
査
と
情
報
』
八
五
四 

平
成
二

七
年
三
月
）
一
頁 
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『
北
の
丸
』
第
49
号 

国
立
公
文
書
館
に
お
け
る
個
人
情
報
に
関
す
る
利
用
審
査
に
つ
い
て 

八
八 

t
N
o
=
1

（
閲
覧
：
平
成
二
八
年
一
〇
月
五
日
） 

 
中
山
貴
子
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
年
次
会
合
：
『
説
明
責
任
、
透
明
性
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
』
参
加
報

告
」
（
『
ア
ー
カ
イ
ブ
ズ
』
第
五
二
号 

平
成
二
六
年
三
月
） 

 
h
t
t
p
:
/
/
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w
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0
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閲
覧
：
平
成
二
八
年
一
〇
月
四
日
）。 

 

宇
賀
克
也
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
に
つ
い
て
―
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
削
除
義
務
に
焦

点
を
当
て
て
」
（
『
論
究
ジ
ュ
リ
ス
ト
』
一
八 

二
〇
一
六
年
八
月
）
二
四
頁 

32 

同
右
、
二
四
頁 

33 

一
般
財
団
法
人
日
本
情
報
経
済
社
会
推
進
協
会
「
個
人
デ
ー
タ
の
取
扱
い
に
係
る
自
然
人
の

保
護
及
び
当
該
デ
ー
タ
の
自
由
な
移
転
に
関
す
る
欧
州
議
会
及
び
欧
州
理
事
会
規
則
（
一
般

デ
ー
タ
保
護
規
則
）（
仮
日
本
語
訳
）」
（
二
〇
一
六
年
八
月
） 

 
h
t
t
p
s
:
/
/
w
w
w
.
j
i
p
d
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.
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/
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5
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7
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（
閲
覧
：
平
成
二

八
年
一
〇
月
一
七
日
）
な
お
、
Ｅ
Ｕ
一
般
デ
ー
タ
保
護
規
則
の
制
定
過
程
等
に
つ
い
て
は
、

石
井
夏
生
利
『
個
人
情
報
保
護
法
の
現
在
と
未
来
―
世
界
的
潮
流
と
日
本
の
将
来
像
―
』（
勁

草
書
房 

二
〇
一
四
年
）
に
詳
し
い
。 

34 

今
岡
直
子
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
と
国
際
図
書
館
連
盟
（I

F
L
A

）」（
『
カ
レ
ン
ト
ア
ウ
ェ
ア

ネ
ス-

Ｅ
』
三
〇
四 

二
〇
一
六
年
六
月
二
日
） 
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/
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.
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g
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e
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1
 

（
閲
覧
：
平
成
二
八
年
一
〇
月
一
二
日
） 
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中
山
貴
子
「
Ｉ
Ｃ
Ａ
年
次
会
合
：
『
説
明
責
任
、
透
明
性
、
情
報
へ
の
ア
ク
セ
ス
』
参
加
報

告
」
（
前
掲
）
７
頁 

36 

同
右
、
６
頁 
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「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
に
つ
い
て
のI
F
L
A
 

声
明
」 
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閲
覧
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平
成
二
八
年
一
〇
月
一
七
日
） 
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今
岡
直
子
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
と
国
際
図
書
館
連
盟
（I

F
L
A

）」（
前
掲
） 

39 

宇
賀
克
也
「
『
忘
れ
ら
れ
る
権
利
』
に
つ
い
て
―
検
索
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の
削
除
義
務
に
焦

点
を
当
て
て
」
（
前
掲
）
三
三
頁 


